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【
要
約
】
本
稿
で
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
産
業
動
員
、
な
か
で
も
研
究
の
蓄
積
が
他
の
産
業
よ
り
少
な
い
鉄
道
産
業
の
動
員
を
検

討
し
た
。
鉄
道
産
業
は
一
九
～
七
年
末
に
公
式
に
動
員
さ
れ
、
鉄
道
庁
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
同
年
四
月
の
参
戦
直
後
か
ら
鉄
道
産
業
の
運
営
統
合
を
試

み
た
の
は
、
民
問
組
織
の
鉄
道
戦
時
委
員
会
（
R
W
B
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
省
庁
の
千
渉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
統
合
障
害
が
働
き
、
鉄
道
産
業
は
約

半
年
で
崩
壊
に
瀕
す
る
。
こ
れ
ら
の
障
害
の
克
服
に
R
W
B
が
結
局
失
敗
す
る
一
方
で
、
「
鉄
道
国
営
化
」
論
が
一
工
期
か
ら
政
界
で
台
頭
し
、
大
統
領

を
説
得
し
て
鉄
道
庁
の
創
設
に
成
功
し
た
。
こ
の
結
末
は
一
見
国
家
統
制
主
義
的
だ
が
、
本
稿
は
別
の
見
解
を
取
る
。
R
W
B
も
直
面
し
た
統
合
障
害
の

解
消
を
目
指
す
鉄
道
庁
で
、
元
R
W
B
の
メ
ン
バ
ー
が
再
び
活
躍
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
運
営
統
合
の
名
目
を
国
家
（
鉄
道
庁
）

が
、
そ
の
実
質
を
民
間
（
R
W
B
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
た
と
考
え
て
「
自
発
的
協
力
の
相
互
補
償
」
が
生
れ
た
と
い
う
仮
説
を
導
き
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
〇
巻
二
号
　
二
〇
〇
七
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
二
〇
世
紀
最
初
の
総
力
戦
と
さ
れ
る
第
一
次
世
界
大
戦
は
　
九
一
四
年
に
始
ま
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
三
年
後
の
一
九
　
七
年
四
月

に
参
戦
し
た
。
交
戦
諸
国
の
戦
備
に
お
い
つ
く
た
め
、
参
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
は
男
を
急
い
で
総
脅
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
戦
時
動
員
の
圃

手
段
と
し
て
は
、
兵
士
や
労
働
力
と
い
っ
た
人
的
資
源
を
集
め
る
人
的
動
員
、
戦
争
に
対
す
る
士
気
を
高
め
る
精
神
動
員
、
そ
し
て
軍
需
物
資
　
6
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を
調
達
す
る
産
業
動
員
の
三
つ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
の
二
つ
、
す
な
わ
ち
人
的
動
員
と
産
業
動
員
の
双
方
に
か
か
わ
る
鉄
道
産
業
は
、

動
員
体
制
全
体
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
し
か
も
流
通
産
業
の
一
つ
と
し
て
鉄
道
は
、
連
合
国
へ
の
物
資

輸
出
の
た
め
、
他
産
業
に
先
ん
じ
て
参
戦
前
か
ら
戦
時
に
準
ず
る
活
動
を
す
で
に
始
め
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
鉄
道
産
業
が
公
式
に
動
員

さ
れ
、
鉄
道
庁
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
ほ
か
の
諸
産
業
よ
り
遅
い
一
九
一
七
年
一
二
月
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
第
一
次
大
戦
当
時
を
含
む
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
社
会
は
～
般
に
革
新
主
義
の
時
代
と
よ
ば
れ
る
。
こ

の
時
代
の
い
わ
ゆ
る
「
改
革
」
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
革
新
主
義
史
学
や
コ
ン
セ
ン
サ
ス
史
学
、
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
史
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
派

の
研
究
者
た
ち
が
、
幅
広
い
解
釈
を
示
し
て
き
た
。
「
改
革
」
の
主
体
を
中
産
階
級
と
見
る
か
、
国
家
権
力
と
大
資
本
が
癒
着
し
た
体
制
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
か
の
違
い
が
最
も
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
一
九
六
〇
年
代
末
以
降
で
は
組
織
史
学
派
が
、
当
時
の
「
改
革
」
を
～
層
価
値

中
立
的
に
捉
え
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
組
織
史
学
派
の
な
か
で
も
ス
コ
ッ
ポ
ル
ら
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
福
祉
国
家
の
源
泉
と
し
て
重
視
し
た
が
、
ホ
ー
リ
ー
が
ア
ソ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

エ
イ
テ
ィ
ブ
国
家
と
い
う
概
念
を
一
九
七
〇
年
代
に
提
唱
し
て
以
来
、
第
～
次
大
戦
を
福
祉
国
家
の
は
じ
ま
り
と
見
な
す
研
究
者
が
増
え
た
。

ホ
ー
リ
ー
が
提
唱
し
た
大
戦
以
後
の
ア
ソ
シ
エ
イ
テ
ィ
ブ
国
家
で
は
、
政
府
が
民
間
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
こ
と
が
究
極
の
目
的
と
さ

れ
、
自
由
放
任
主
義
と
国
家
統
制
・
王
義
の
中
間
の
経
済
政
策
が
追
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
概
念
に
対
し
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
一
九
九
一
年
に
、
大
戦
時
の
ア
メ
リ
カ
を
「
（
民
間
の
）
自
発
的
協
力
と
（
国
家
の
）
強
制
の
混
合
体
」

（
ぎ
く
9
雪
§
《
く
9
茸
§
《
ヨ
①
簿
。
山
）
だ
と
～
層
具
体
的
に
捉
え
る
。
こ
の
解
釈
は
、
新
し
い
国
家
の
形
成
の
転
機
と
し
て
、
大
戦
を
重
視
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

考
え
か
た
を
完
成
し
た
と
い
う
高
い
評
価
を
え
た
。
彼
は
、
各
種
の
戦
蒔
行
政
機
関
が
接
収
や
徴
発
の
予
告
を
民
間
産
業
へ
の
脅
追
手
段
と
し
、

戦
時
体
制
に
対
す
る
民
間
産
業
の
自
発
的
な
参
加
を
な
か
ば
強
制
的
に
確
保
し
た
こ
と
を
実
証
的
に
検
討
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
八
年
夏

の
戦
時
産
業
局
（
芝
碧
膨
曾
ω
薮
Φ
ω
b
u
8
益
以
下
で
は
W
I
B
と
略
称
す
る
）
は
、
大
戦
の
行
方
が
ほ
ぼ
決
ま
り
か
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ォ
ー
ド
社
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車
産
業
に
工
場
の
完
全
な
戦
時
転
換
を
求
め
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
石
炭
や
鉄
鋼
の
供
給
を
制
限
す
る
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と
同
産
業
に
警
告
し
た
。
大
戦
後
の
大
衆
市
場
の
獲
得
を
狙
い
、
軍
用
車
で
は
な
く
民
間
の
乗
用
車
の
製
造
を
続
け
た
か
っ
た
同
産
業
は
、
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

I
B
の
こ
の
警
告
に
激
怒
し
、
こ
れ
は
完
全
な
徴
発
だ
と
W
I
B
に
抗
議
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
ア
イ
ス
ナ
ー
は
二
〇
〇
〇
年
に
、
ア
ソ
シ
エ
イ
テ
ィ
ブ
国
家
の
形
成
を
の
ち
に
導
く
よ
う
な
「
埋
め
あ
わ
せ
の
国
家
建
設
」

（
8
還
Φ
器
§
蔓
ω
鼻
①
巨
一
｝
蝕
お
）
が
大
戦
時
に
行
わ
れ
た
と
唱
え
て
い
る
。
こ
の
見
解
も
、
ホ
ー
リ
ー
の
提
唱
を
一
層
発
展
さ
せ
た
興
味
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
も
の
と
し
て
高
評
を
え
た
。
ア
イ
ス
ナ
ー
は
、
戦
時
の
動
員
要
求
が
行
政
能
力
の
限
界
を
暴
露
し
た
時
、
行
政
よ
り
も
発
展
し
て
い
た
業
界

団
体
な
ど
、
民
間
機
構
の
能
力
を
国
家
に
付
加
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
述
べ
、
こ
の
緊
急
避
難
的
な
モ
デ
ル
を
理
論
的
に
提
示
す
る
ρ
彼
に

よ
る
と
、
民
間
の
能
力
を
借
り
る
際
の
行
政
当
局
は
、
国
家
へ
の
協
力
に
対
す
る
民
間
の
動
機
を
高
め
る
た
め
、
民
間
に
利
益
を
提
供
し
た
り

行
政
権
限
を
委
任
し
た
り
し
た
。
そ
の
た
め
行
政
側
に
、
自
律
性
や
組
織
的
な
団
結
が
失
わ
れ
る
危
険
性
も
生
じ
た
の
だ
が
、
行
政
に
組
み
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ま
れ
た
民
間
人
が
公
務
員
に
準
ず
る
活
動
を
す
す
ん
で
行
う
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
近
の
組
織
史
学
派
は
、
大
戦
当
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
を
以
上
の
よ
う
に
解
釈
し
て
き
た
。
当
時
存
在
し
た
数
多
く
の
政
府
機
関
と
そ
こ
に

関
わ
っ
た
多
様
な
民
間
産
業
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
包
括
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
の
真
摯
な
研
究
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か

し
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
検
討
の
過
程
で
彼
ら
が
主
に
と
り
あ
つ
か
っ
た
政
府
機
関
は
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
バ
ー
法
で
一
九
一
七
年
の
夏

に
設
置
さ
れ
た
燃
料
庁
や
食
糧
庁
、
あ
る
い
は
W
I
B
と
い
っ
た
生
産
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
時
の
生
産
と
消
費
を
結
び
つ
け
る
流
通
、

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
国
土
の
広
さ
も
起
因
し
て
巨
大
事
業
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
流
通
を
管
理
し
た
鉄
道
庁
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
言
及
さ
れ
た

と
し
て
も
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
鉄
道
貨
物
運
送
量
は
一
九
一
六
年
の
時
点
で
す
で
に
、
戦
前
レ
ベ
ル
の
二
割
増
し
の
一
二
億
ト
ン
に
達
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

交
通
渋
滞
も
激
化
し
て
い
た
の
だ
が
。
研
究
対
象
に
こ
う
し
た
か
た
よ
り
が
生
じ
た
原
因
は
、
生
産
と
い
う
側
面
に
関
心
を
よ
せ
が
ち
な
従
来

の
マ
ル
ク
ス
史
学
の
影
響
が
、
依
然
と
し
て
強
く
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
は
、
研
究
の
蓄
積
が
ま
だ
少
な
い
鉄
道
庁

創
設
と
鉄
道
産
業
の
関
係
を
、
組
織
学
学
派
の
各
解
釈
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
実
証
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　
本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
前
半
部
で
は
、
政
府
の
調
査
機
関
長
ウ
ィ
ラ
ビ
ー
（
く
『
臨
｝
一
蓋
ヨ
悶
．
ぐ
く
一
一
一
〇
口
σ
q
げ
げ
《
）
に
よ
る
大
戦
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直
後
の
報
告
書
や
、
引
用
が
多
く
定
評
あ
る
鉄
道
史
研
究
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
、
一
九
一
七
年
一
二
月
初
頭
ま
で
の
鉄
道
運
営
状
況
を
検

討
す
る
。
当
時
、
州
際
通
商
委
員
会
（
I
C
C
）
が
鉄
道
網
統
合
に
関
す
る
特
別
報
告
を
連
邦
議
会
に
提
出
し
た
ほ
ど
、
運
営
状
況
は
悪
化
し

て
い
た
。
一
方
、
戦
時
中
の
大
統
領
が
輸
送
手
段
を
接
収
す
る
権
限
は
一
九
一
六
年
八
月
の
陸
軍
予
算
法
で
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
鉄
道
庁
創
設
が
参
戦
直
後
か
ら
一
九
一
七
年
一
二
月
二
六
日
ま
で
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
民
間
産
業
に
よ
る
全
国
鉄
道
網
の
運

営
組
織
が
ま
が
り
な
り
に
も
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
こ
の
民
間
運
営
組
織
、
つ
ま
り
鉄
道
戦
時
委
員
会
（
勾
巴
δ
巴
ω
、
芝
費

bヴ

對
?
戸
以
下
で
は
R
W
B
と
略
称
す
る
）
の
活
動
と
限
界
を
、
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。

　
本
稿
後
半
部
は
そ
れ
ま
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
一
九
一
七
年
秋
以
降
に
お
け
る
鉄
道
産
業
と
連
邦
政
府
の
両
者
の
動
向
を
検
証
す
る
。
鉄
道

史
の
先
行
研
究
で
は
I
C
C
報
告
以
後
、
鉄
道
庁
創
設
ま
で
の
両
者
の
動
向
が
未
解
明
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
（
同
財
O
ヨ
鋤
ω
＜
＜
O
O
傷
目
O
芝
く
『
一
一
G
ゆ
O
餌
）
大
統
領
や
の
ち
に
鉄
道
庁
長
官
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
る
マ
ッ
カ
ド
ゥ
i
（
葦
ま
霞
P
鼠
。
〉
仙
・
。
）
財
務

長
官
ら
政
府
高
官
の
往
復
書
簡
や
回
想
録
、
連
邦
議
会
議
事
録
や
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
刊
行
が
続
く
伝
統
的
で
専
門
的
な
鉄
道
雑
誌
と
い
っ
た

一
次
史
料
を
使
う
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
使
う
こ
と
で
産
業
と
政
府
、
両
者
の
動
向
を
個
別
に
検
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
関

係
も
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
史
実
に
な
る
べ
く
即
し
た
実
証
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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①
長
沼
秀
世
・
新
川
健
三
郎
魍
ア
メ
リ
カ
現
代
史
鰯
暑
波
轡
店
、
一
九
九
一
年
、

　
二
五
一
一
…
一
一
五
三
頁
と
山
口
房
司
魍
多
分
節
国
家
ア
メ
リ
カ
の
法
と
社
会
葡
ミ
ネ

　
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
、
二
七
三
一
二
七
五
頁
を
参
照
。

②
た
と
え
ば
、
国
■
≦
晶
出
m
乱
㊦
ざ
§
恥
Q
越
ミ
き
、
織
ミ
§
浄
ミ
ミ
誉
、
織
§
“

　
ミ
謡
O
§
清
》
勢
ミ
壱
駄
馬
富
盛
§
ミ
ミ
起
専
愚
N
偽
ミ
ミ
§
辱
辱
鞘
ミ
ミ
馬
§
勲

　
N
漣
醤
N
詑
釦
箔
解
ω
芦
鼠
野
島
ロ
、
。
。
℃
H
霧
ω
曽
一
二
㊤
も
．
一
〇
〇
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な

　
お
、
ホ
ー
リ
…
の
こ
の
概
念
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で
示
さ
れ
て
き
た
。

　
「
協
同
的
国
家
」
「
達
帯
国
家
」
と
い
う
も
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

　
表
現
の
違
い
か
ら
起
こ
り
う
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
原
語
に
近
い

　
門
ア
ソ
シ
エ
イ
テ
イ
ブ
国
家
」
と
い
う
表
現
を
採
る
こ
と
に
し
た
。
今
津
晃
・
池

　
本
望
～
二
・
高
橋
章
編
魍
ア
メ
リ
カ
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
漏
骸
界
思
想
社
、
一
九

　
八
七
年
、
一
四
四
頁
、
お
よ
び
山
口
、
前
掲
書
、
三
〇
九
頁
を
参
照
。

③
諺
．
U
。
乱
Φ
ざ
、
区
ミ
ミ
雲
ミ
註
Q
§
幽
き
、
」
§
鴨
ミ
題
駄
§
き
、
尋
さ
羅

　
寒
ミ
し
d
畷
菊
。
器
疑
Q
ら
。
訂
｛
｛
Φ
戸
（
客
ざ
○
臥
o
a
d
抑
一
〇
〇
一
．
）
．
、
§
危
き
ミ
謡
ミ
駄

　
出
§
ミ
§
§
§
3
＜
o
一
織
P
累
ρ
野
（
一
り
O
ω
）
も
］
①
α
O
｛
■

④
幻
．
ω
。
ぎ
瀞
「
峯
ミ
ミ
匙
§
熱
馬
Q
§
琳
き
ミ
§
鴨
沁
§
駄
§
き
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き
欝
誌

　
し
Q
ミ
寅
甥
弦
O
駄
。
誌
d
℃
し
Φ
甥
甲
竈
．
段
よ
ω
’
W
I
B
は
戦
時
最
強
の
行
政
機

　
関
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
～
七
年
の
問
は
弱
体
で
、
局
長
が
め
ま
ぐ



　
る
し
く
変
わ
っ
た
り
、
年
末
の
一
時
期
に
は
局
長
が
不
在
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ

　
た
。
…
九
一
八
年
三
月
に
バ
ル
ー
ク
（
し
σ
Φ
「
岩
a
乙
．
ゆ
四
旨
畠
）
が
局
長
に
就
任

　
し
て
か
ら
、
W
I
B
は
各
種
の
産
業
に
対
す
る
統
制
を
拡
大
・
強
化
し
た
の
で
あ

　
る
。
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．
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．
ζ
効
降
（
。
。
5
≧
δ
鄭
国
ぎ
臼
’
き
§
一
き
昏
謎
防
§
ミ
。

　
き
§
越
恥
ミ
ミ
き
、
ミ
き
、
ト
9
尊
督
、
曽
鶏
§
冒
い
ミ
馬
し
σ
ミ
ミ
武
§
蹴
、
書

　
疑
§
駐
駄
§
§
譜
§
9
関
心
d
巳
く
Φ
邑
ぞ
℃
p
汁
℃
雪
類
ω
凱
喬
巳
節
ω
翼
①

　
¢
旨
く
費
の
陣
受
響
窃
ω
．
卜
⊃
0
8
■
℃
ワ
ω
謡
．
．
．
§
偽
》
§
鼠
§
隅
鎚
§
ミ
ミ
寒
鼠
恥
套

　
〈
O
ド
δ
9
累
O
．
G
Q
．
（
沁
O
O
一
）
も
．
⑩
魔
．
と
望
〉
．
≦
巻
戸
．
．
ぎ
ミ
き
℃
腎
ミ
恥
ミ
鷺

　
ミ
き
ミ
ミ
恥
ミ
ミ
ぎ
、
ミ
壽
、
ト
9
ミ
噂
§
鷺
§
ゼ
防
§
恥
b
d
ミ
§
謡
瞬
§
蹴
暮
恥

　
卜
§
駐
駄
隷
§
§
謡
9
昏
尊
b
ご
団
冨
田
。
≧
δ
”
署
し
・
尾
「
．
（
O
巳
く
Φ
邑
受
℃
四
牙

　
℃
の
弓
ω
覧
く
鎚
㌶
ω
3
冨
d
a
く
Φ
琶
曙
℃
δ
ω
の
b
O
O
ρ
）
b
偽
砺
帖
讐
§
α
q
織
寒
罎
禺
ミ
雫

　
凡
§
§
免
9
磯
艦
誠
ミ
さ
罎
穿
ミ
ミ
匙
ミ
ミ
郵
賊
。
。
8
歳
ミ
蜘
b
d
《
勺
四
件
膏
犀
U
．

　
幻
魯
α
q
き
■
（
》
導
冨
「
ω
け
d
巳
く
①
円
ω
ξ
。
｛
竃
窃
雛
。
ξ
ω
舞
ω
甲
⑦
し
・
。
・
レ
リ
Φ
④
．
）
．
．
§
鴨

　
§
ミ
謡
ミ
駄
出
ミ
ミ
§
斡
ミ
旨
。
蓑
＜
o
一
．
c
。
c
。
”
瓢
。
』
λ
卜
。
O
O
じ
も
や
①
Φ
O
為
O
一
．

⑥
窓
．
〉
■
田
ω
諾
寒
き
6
ミ
き
・
誉
ミ
勲
ミ
鴨
ミ
尋
欝
鳶
恥
§
賢
き
ミ
ぎ
・
酒

　
9
ミ
博
§
旨
§
望
砺
§
鳴
b
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嵩
堕
§
犠
§
鴬
§
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弓
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恥
丘
卑
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罵
Φ
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く
2
ω
一
蔓
℃
『
Φ
ω
。
・
る
O
O
ρ
署
．
一
－
膳
し
。
》

　
↓
O
I
艶
姿

⑦
貨
物
運
送
量
の
内
訳
は
農
業
生
産
物
一
億
ト
ン
、
鉱
業
生
産
物
七
絶
ト
ン
、
製

　
造
業
生
産
物
二
億
ト
ン
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ω
．
じ
d
「
0
畳
Φ
が
9
門
戸
”
穿
8
触
－

　
帖
q
ミ
吻
ミ
駐
職
象
駄
§
§
蹄
ミ
恥
ミ
§
自
ミ
ミ
旨
§
ミ
題
ミ
馬
巴
鴨
℃
ミ
砺
§
ひ
く
。
一
’
《

　
℃
壁
∪
国
8
き
慧
。
ω
㊦
。
8
話
曽
○
餌
ヨ
鐸
答
σ
q
㊦
“
〇
四
ヨ
鐸
己
α
Q
Φ
d
℃
》
卜
。
O
O
ρ
P

　
O
ω
卜
。
．
本
稿
で
扱
う
統
計
数
字
は
一
九
一
六
年
以
降
の
場
合
、
カ
レ
ン
ダ
ー
・
イ

　
ヤ
ー
に
従
う
。

第一次大戦期アメリカの産業動員（布施）

第
1
章
　
一
C
C
報
告
ま
で
の
鉄
道
を
め
ぐ
る
政
治
経
済
状
況

第
1
節
　
参
戦
ま
で
の
産
業
の
組
織
化
と
鉄
道

　
一
九
一
四
年
の
第
一
次
大
戦
勃
発
後
、
ア
メ
リ
カ
が
参
戦
す
る
一
九
一
七
年
四
月
ま
で
の
国
内
産
業
の
組
織
化
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
合

国
へ
物
資
を
輸
出
す
る
た
め
、
主
に
海
軍
や
海
運
部
門
の
機
関
が
乱
立
し
た
。
一
九
一
五
年
に
設
置
さ
れ
た
海
軍
諮
問
委
員
会
（
累
磐
巴
○
。
帯

ω
¢
三
雲
し
d
。
舘
島
）
や
一
九
一
六
年
創
設
の
合
衆
国
海
運
局
（
d
’
ω
■
ω
ぼ
署
ヨ
σ
q
ゆ
8
a
）
、
そ
し
て
翌
年
の
緊
急
船
団
公
社
（
じ
雌
ヨ
2
α
q
魯
9
霊
①
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

○
。
も
。
韓
δ
昌
）
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
民
間
の
造
船
技
術
を
評
価
し
、
民
間
だ
け
で
な
く
外
国
籍
の
船
舶
も
徴
発
し
て
、

海
運
シ
ス
テ
ム
の
分
析
ま
で
手
が
け
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
は
名
称
上
で
も
機
能
上
で
も
、
合
衆
国
内
の
産
業
全
般
を
組
織
化
す
る
も
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の
で
は
な
い
。

　
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
は
、
一
九
一
六
年
の
陸
軍
予
算
法
で
設
立
が
規
定
さ
れ
た
国
防
評
議
会
（
○
。
毎
巳
・
｛
蜜
け
δ
β
銑
○
Φ
｛
魯
ω
ρ
C
N
D
と

略
称
）
と
そ
の
諮
問
委
員
会
（
設
置
8
巴
U
Φ
h
曾
ω
o
》
四
二
。
蔓
O
O
ヨ
昆
ω
し
・
δ
P
N
D
A
C
）
、
お
よ
び
こ
れ
ら
各
々
に
協
力
す
る
従
属
委
員
会
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

げ
ら
れ
る
。
C
N
D
は
六
人
の
閣
僚
で
構
成
さ
れ
、
N
D
A
C
は
C
N
D
の
推
挙
に
基
い
て
大
統
領
が
任
命
し
た
七
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
従
属
委
員
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
一
ド
ル
役
人
」
と
し
て
民
間
か
ら
C
聾
D
が
雇
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
構
成
し
た
が
、
そ
の
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

バ
ー
は
常
に
変
化
し
続
け
た
。

　
ま
た
C
N
D
の
役
割
は
「
国
民
の
安
全
と
福
祉
の
た
め
産
業
と
資
源
を
調
整
す
る
こ
と
」
と
陸
軍
予
算
法
で
規
定
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
な
任

務
は
と
り
と
め
も
な
い
ほ
ど
広
範
囲
に
お
よ
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
軍
隊
や
補
給
物
資
の
集
結
を
可
能
に
す
る
た
め
に
鉄
道
を
配
置
し
、
水
路
を

利
用
し
、
海
上
輸
送
を
開
発
し
、
生
産
手
段
や
生
産
量
の
デ
ー
タ
を
確
保
し
、
行
政
が
必
要
と
す
る
物
資
の
情
報
を
生
産
者
に
与
え
、
鉄
道
や

道
路
の
現
状
で
軍
事
・
産
業
・
商
業
目
的
を
調
整
す
る
こ
と
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
監
督
や
調
査
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
改
善
に
つ
い
て
大
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

領
に
直
接
勧
告
す
る
こ
と
も
C
N
D
の
任
務
に
含
ま
れ
た
。

　
C
N
D
や
そ
の
他
の
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
包
括
的
な
任
務
の
実
施
を
期
待
さ
れ
た
が
、
結
局
、
強
力
な
管
理
機
構
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
C
N
D
は
戦
時
目
的
の
た
め
、
国
内
産
業
資
源
の
動
員
に
関
す
る
全
体
計

画
を
た
て
な
か
っ
た
。
C
N
D
は
自
ら
の
活
動
計
画
も
た
て
ず
、
任
務
も
何
ら
決
め
な
い
ま
ま
従
属
委
員
会
の
設
置
を
認
め
、
設
置
後
の
各
委

員
会
の
運
営
に
も
無
関
心
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
各
委
員
会
は
何
も
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
C
N
D
本
来
の
権
限
で
あ
る
助
言
段
階
を
こ
え
た
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

動
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
後
者
の
場
合
、
行
動
を
強
鋼
さ
れ
た
陸
軍
省
と
従
属
委
員
会
の
問
で
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
C
N
D
と
N
D
A
C
の
問
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
本
来
、
諮
問
委
員
会
で
あ
る
べ
き
N
D
A
C
が
C
N
D
と
同
等
の
権
限
を
も
つ
独

立
体
と
し
て
行
動
し
た
た
め
、
同
じ
テ
ー
マ
に
関
す
る
ニ
セ
ッ
ト
の
従
属
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
状
況
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
C
N
D
系
列
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

N
D
A
C
系
列
の
二
つ
の
組
織
間
で
、
各
々
の
活
動
を
う
ま
く
関
言
付
け
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
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第一次大戦期アメリカの産業動員（霜施）

　
最
後
に
、
C
N
D
に
よ
る
従
属
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
人
選
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
C
N
D
は
実
務
だ
け
を
委
員
会
の
「
一
ド
ル
役
人
」
に
任

す
方
針
を
採
っ
て
い
た
た
め
、
従
属
委
員
会
を
、
特
別
に
選
ば
れ
た
常
任
の
人
物
を
備
え
た
強
力
な
組
織
と
し
て
築
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

組
織
と
し
て
の
自
律
性
に
欠
け
て
い
た
た
め
、
委
員
会
は
次
第
に
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
所
属
す
る
企
業
と
の
契
約
を
政
府
に
す
す
め
る
よ
う
に

　
　
　
　
⑧

な
っ
て
ゆ
く
。

　
以
上
の
諸
機
関
に
伴
う
管
理
機
構
と
し
て
の
弱
体
ぶ
り
は
、
鉄
道
に
よ
る
国
内
輸
送
に
関
す
る
委
員
会
に
も
見
ら
れ
た
。
戦
前
の
鉄
道
政
策

は
、
電
量
会
社
の
間
の
競
争
を
奨
励
す
る
た
め
、
統
合
さ
れ
た
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
設
立
に
抵
抗
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
政
策
を
変
え
る
試
み
と

し
て
N
D
A
C
は
「
輸
送
と
交
通
に
関
す
る
（
従
属
）
委
員
会
」
を
設
置
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
委
員
会
も
陸
軍
と
協
力
す
る
小
委
員
会
を
四

つ
形
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
で
も
増
え
つ
つ
あ
る
業
務
を
有
効
に
処
理
す
る
に
は
不
十
分
で
、
陸
軍
と
の
協
力
以
上
に
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
、
の
ち
に
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
産
業
の
実
質
的
な
組
織
化
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
な
か
、
鉄
道
産
業
自
体
も
経
済
的
に
苦
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
た
。
当

時
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
会
社
は
す
で
に
、
路
線
や
車
両
と
い
っ
た
運
営
上
の
基
礎
と
な
る
設
備
を
す
べ
て
所
有
し
、
そ
の
上
で
そ
れ
ら
の
設
備

の
管
理
や
運
行
を
実
施
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
現
代
的
な
運
営
形
態
で
も
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
～
五
年
ま
で
に
一
般
の
物
価
レ
ベ
ル
が

三
〇
％
近
く
上
昇
し
、
鉄
道
労
働
者
の
賃
金
や
燃
費
、
そ
し
て
税
金
な
ど
が
そ
れ
以
上
の
ペ
ー
ス
で
上
が
る
と
、
鉄
道
運
営
費
は
当
然
急
上
昇

す
る
こ
と
に
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
鉄
道
貨
物
運
賃
は
～
ト
ン
マ
イ
ル
あ
た
り
○
・
七
三
セ
ン
ト
と
い
う
一
定
レ
ベ
ル
に
据

　
　
　
　
　
⑳

え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
鉄
道
経
営
陣
は
、
収
入
増
を
狙
っ
た
運
賃
引
き
上
げ
を
州
際
通
商
委
員
会
（
I
C
C
）
に
何
度
も
要
請
す
る
こ
と
に

な
る
。
た
と
え
ば
彼
ら
は
、
一
九
一
〇
年
や
一
九
一
三
年
、
一
九
一
四
年
に
貨
物
運
賃
の
平
均
を
～
○
％
引
き
上
げ
る
こ
と
を
、
一
九
一
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
は
そ
の
一
五
％
引
き
上
げ
を
く
り
か
え
し
要
請
し
た
。

　
彼
ら
経
営
陣
は
I
C
C
に
対
し
、
運
賃
引
き
上
げ
が
必
要
な
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
い
た
。
鉄
道
の
運
営
効
率
や
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を

可
能
に
す
る
近
代
的
な
設
備
を
建
造
す
る
た
め
、
ま
た
戦
時
に
は
一
層
大
き
な
輸
送
能
力
を
保
証
す
る
た
め
高
収
入
を
確
保
し
た
い
、
と
。
一
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九
一
七
年
以
降
に
は
、
一
日
八
時
間
労
働
を
規
定
し
た
一
九
一
六
年
の
ア
ダ
ム
ソ
ン
法
や
準
戦
時
状
況
が
、
労
働
力
の
売
り
手
市
場
を
招
き
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

金
を
さ
ら
に
高
め
、
会
社
の
資
金
を
減
ら
す
だ
ろ
う
と
彼
ら
は
指
摘
し
、
運
賃
引
き
上
げ
を
切
望
し
た
。

　
彼
ら
の
嘆
願
に
対
し
、
鉄
道
を
利
用
す
る
側
の
運
送
請
負
業
者
は
強
く
反
発
し
た
。
た
と
え
ば
、
運
送
業
全
判
協
議
会
の
ソ
ー
ン

（
Ω
巌
o
a
8
げ
。
白
①
）
や
ウ
ォ
ル
タ
ー
（
ピ
暮
7
臼
客
≦
聾
Φ
H
）
は
、
鉄
道
会
社
の
収
益
に
関
す
る
危
機
的
状
況
は
何
も
な
く
、
む
し
ろ
一
九
一

七
年
は
鉄
道
産
業
に
と
っ
て
最
大
の
収
益
を
あ
げ
る
年
に
な
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
I
C
C
は
経
営
陣
と
運
送
業
の
両
者
の
議
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
聴
取
し
た
が
、
鉄
道
会
社
に
対
す
る
一
九
世
紀
末
以
来
の
反
感
が
残
る
社
会
的
風
潮
も
手
伝
い
、
結
局
、
経
営
陣
の
要
求
を
概
ね
拒
絶
し
た
。

つ
ま
り
、
経
営
難
の
さ
な
か
で
も
、
鉄
道
会
社
の
大
幅
な
収
入
増
は
見
込
め
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
鉄
道
産
業
の
経
済
的
状
況
や
運
営
状
況
は
悪
化
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
～
九
一
四
年
の
時
点
で
す
で
に
、
鉄
道
数
社
は
破
産
に

瀕
し
て
い
た
が
、
翌
年
に
は
金
米
鉄
道
網
（
約
二
五
万
マ
イ
ル
）
の
六
分
の
一
に
あ
た
る
四
万
マ
イ
ル
以
上
の
鉄
道
が
債
務
不
履
行
状
態
に
陥
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
り
、
管
財
人
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
り
し
た
。
｛
九
へ
六
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
国
の
戦
時
要
求
が
増
え
、
輸
送
規
模
（
ト
ン
マ
イ
ル
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

前
年
比
で
三
二
％
も
上
が
る
と
、
渋
滞
や
車
両
不
足
と
い
っ
た
運
営
上
の
負
担
も
増
加
す
る
。
た
と
え
ば
、
貨
車
不
足
数
は
一
九
～
六
年
三
月

初
頭
の
約
二
万
台
か
ら
一
九
一
七
年
三
月
末
の
約
～
四
万
台
へ
と
激
増
し
た
。
な
お
後
者
の
数
字
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
貨
車
総
数

（
約
二
四
〇
万
台
）
の
六
％
弱
に
匹
敵
す
る
。
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第
2
節
　
参
戦
後
の
鉄
道
運
営
状
況
1
一
時
改
善
す
る
も
崩
壊
寸
前
へ

　
I
C
C
に
よ
る
運
賃
引
き
上
げ
拒
絶
の
た
め
、
資
産
が
減
り
つ
つ
あ
っ
た
鉄
道
は
、
設
備
投
資
を
避
け
て
老
朽
設
備
に
頼
ら
ざ
る
を
え
ず
、

平
時
の
輸
送
要
求
に
も
対
処
し
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
鉄
道
が
、
参
戦
後
に
確
実
に
増
え
る
業
務
を
な
ん
と
か
処
理
す
る
た
め
に
は
、

陸
軍
と
の
協
力
に
限
ら
な
い
包
括
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
C
N
D
は
、
N
D
A
C
傘
下
の
「
輸
送
と
交
通
に
関
す

る
（
従
属
）
委
員
会
」
に
対
し
、
鉄
道
産
業
の
共
同
行
動
を
要
請
す
る
よ
う
参
戦
翌
日
の
一
九
～
七
年
四
月
七
日
に
指
示
を
出
す
。
こ
の
指
示
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を
受
け
た
同
委
員
会
委
員
長
ウ
ィ
ラ
ー
ド
（
U
簿
巳
Φ
一
二
戸
罠
）
（
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
ア
ン
ド
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
会
社
社
長
、
B
＆
O
社
と
略
称
）
は
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

日
後
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
会
議
が
開
け
る
よ
う
、
全
国
の
主
要
な
鉄
道
会
社
の
社
長
に
打
電
し
た
。

　
彼
の
電
報
に
応
じ
た
五
〇
人
の
社
長
た
ち
は
四
月
＝
日
に
首
都
で
会
議
を
開
き
、
次
の
二
つ
の
事
項
を
決
議
し
た
。
す
な
わ
ち
、
公
益

に
奉
仕
す
る
目
的
で
の
み
自
社
を
運
営
す
る
こ
と
と
、
こ
の
目
的
を
徹
底
す
る
た
め
に
諸
鉄
道
の
運
営
方
針
を
た
て
る
組
織
を
形
成
す
る
こ

と
の
二
つ
で
あ
る
。
後
者
の
決
議
は
、
指
導
的
な
鉄
道
五
社
の
社
長
か
ら
な
る
鉄
道
戦
時
委
員
会
（
R
W
B
）
の
創
設
で
す
ぐ
に
実
現
さ
れ

た
。
R
W
B
の
本
部
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
置
か
れ
、
経
費
は
鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
R
W
B
は
、
C
N
D

な
ど
の
政
府
機
関
に
協
力
し
、
あ
る
い
は
工
C
C
に
協
力
を
要
請
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
傘
下
に
は
入
ら
な
い
確
固
た
る
民
間
組
織
で

　
　
⑰

あ
っ
た
。

　
参
戦
後
ま
も
な
い
R
W
B
の
創
設
は
、
鉄
道
の
統
一
的
運
営
を
自
発
的
に
め
ざ
す
網
間
産
業
側
の
熱
意
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

大
統
領
を
い
た
く
感
心
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
～
九
一
六
年
の
陸
軍
予
算
法
に
よ
っ
て
、
戦
時
中
の
大
統
領
に
輸
送
手
段
の
接
収
権
限
が
す
で

に
与
え
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
そ
の
権
限
を
行
使
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
大
戦
に
参
戦
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
行

動
は
従
来
ど
お
り
、
資
金
や
物
資
の
提
供
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
閣
僚
の
予
測
や
、
ア
メ
リ
カ
人
に
深
く
根
ざ
し
た
個
人
主
義
的
傾
向
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

手
伝
っ
て
、
政
府
は
鉄
道
の
接
収
を
控
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
た
だ
し
こ
の
閣
僚
の
予
測
は
は
ず
れ
、
ア
メ
リ
カ
軍
や
兵
営
建
設
資
材
の
輸
送
が
あ
ら
た
め
て
必
要
に
な
る
。
一
九
一
七
年
度
の
輸
送
規
模

（
ト
ン
マ
イ
ル
）
も
前
年
比
で
九
％
上
昇
し
た
。
し
か
し
R
W
B
は
、
輸
送
量
拡
大
に
伴
う
苦
し
い
状
況
に
対
し
、
か
な
り
上
手
く
対
処
す
る
。

た
と
え
ば
、
全
車
両
の
分
配
を
指
導
す
る
際
に
燃
料
な
ど
戦
時
資
材
の
輸
送
の
た
め
客
車
を
減
ら
す
一
方
、
貨
車
積
載
量
を
増
や
す
よ
う
宣
伝

し
て
、
渋
滞
地
で
の
貨
物
の
つ
み
こ
み
を
禁
止
し
た
。
そ
の
結
果
、
R
W
B
は
参
戦
後
の
半
年
間
に
、
前
年
の
同
時
期
（
四
－
九
月
）
よ
り
一

四
％
多
い
輸
送
量
を
設
備
改
良
な
し
で
さ
ば
く
。
渋
滞
も
減
り
、
貨
車
不
足
数
も
九
月
ま
で
に
四
月
初
頭
の
二
五
％
分
に
み
た
な
い
約
三
万
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

へ
と
激
減
し
た
。
ま
た
、
訓
練
キ
ャ
ン
プ
地
へ
の
兵
営
建
設
資
材
や
兵
士
の
輸
送
も
と
ど
こ
お
り
な
く
進
ん
だ
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
R
W
B
の
運
営
努
力
も
破
綻
に
瀕
す
る
時
が
や
っ
て
き
た
。
～
九
一
七
年
の
一
〇
月
か
ら
＝
～
月
に
か
け
て
参

戦
前
後
に
匹
敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
鉄
道
の
危
機
的
状
況
が
再
現
し
、
国
内
輸
送
体
系
そ
の
も
の
が
崩
壊
に
瀕
し
た
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
貨
車
不
足
数
は
一
一
月
以
降
に
一
五
万
台
を
こ
え
、
参
戦
前
の
最
悪
の
数
字
を
凌
駕
し
た
。
そ
の
た
め
、
訓
練
キ
ャ
ン
プ
地
へ
の
軍
服

輸
送
に
失
敗
し
、
そ
こ
で
の
伝
染
病
の
蔓
延
を
招
き
、
前
線
に
兵
士
を
送
る
前
の
段
階
で
す
で
に
兵
力
を
消
耗
す
る
と
い
う
滑
稽
な
事
態
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
危
機
的
状
況
が
生
じ
た
原
因
に
は
、
例
年
を
大
き
く
し
の
ぐ
酷
寒
や
積
雪
と
い
っ
た
天
災
が
、
鉄
道
輸
送

能
力
を
麻
痺
さ
せ
た
と
い
う
不
可
抗
力
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
に
見
る
よ
う
な
中
長
期
的
で
人
為
的
な
要
因
こ
そ
が
、
危
機
発
生
を
避
け
ら

れ
な
く
し
た
。

　
輸
送
危
機
の
要
因
と
し
て
は
、
同
年
の
政
府
に
よ
る
増
産
の
奨
励
で
、
穀
物
や
石
炭
の
生
産
量
が
例
年
以
上
に
ふ
え
、
運
搬
対
象
が
膨
れ
あ

が
っ
た
こ
と
と
、
陸
・
海
軍
省
や
燃
料
庁
、
食
糧
庁
な
ど
行
政
機
関
に
よ
る
輸
送
優
先
注
文
が
過
熱
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ヴ
ェ
ッ
ト

（
園
。
げ
Φ
罫
ω
■
ピ
。
く
Φ
巳
輸
送
優
先
監
督
が
省
益
を
調
整
で
き
ず
、
既
出
の
注
文
を
何
も
と
り
消
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、

年
末
に
は
渋
滞
と
石
炭
不
足
の
悪
循
環
が
生
ま
れ
た
。
渋
滞
で
石
炭
を
東
海
岸
ま
で
運
べ
な
い
。
石
炭
が
な
い
と
港
の
船
舶
は
出
港
で
き
な
い
。

途
中
ま
で
運
ん
だ
石
炭
を
鉄
道
施
設
に
置
か
ざ
る
を
え
な
い
。
渋
滞
が
一
層
悪
化
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の
悪
循
環
の
た
め
、
民
間
の
食

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

糧
不
足
ま
で
発
生
し
た
。
な
お
、
ド
イ
ツ
の
U
ボ
ー
ト
が
ア
メ
リ
カ
の
船
舶
を
建
造
以
上
の
ペ
ー
ス
で
沈
め
た
た
め
、
国
内
輸
送
用
の
船
ま
で

大
西
洋
で
使
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
水
運
も
、
鉄
道
輸
送
を
助
け
る
ど
こ
ろ
か
船
荷
の
運
送
を
鉄
道
に
任
さ
ざ
る
を
え
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
、
輸
送
危
機
を
助
長
し
た
。

　
一
方
、
鉄
道
会
社
の
財
政
危
機
を
深
刻
に
し
た
要
因
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
前
か
ら
の
I
C
C
規
制
に
よ
る
運
賃
す
え
お
き

で
収
益
が
ほ
と
ん
ど
上
が
ら
ず
、
設
備
投
資
が
で
き
な
い
の
で
、
鉄
道
は
無
理
な
設
備
利
用
を
強
い
ら
れ
、
運
営
コ
ス
ト
が
上
が
る
。
鉄
道
会

社
が
資
金
を
得
よ
う
と
有
価
証
券
の
販
売
を
試
み
て
も
、
政
府
の
リ
バ
テ
ィ
ー
・
ボ
ン
ド
購
買
運
動
の
た
め
、
販
売
市
場
が
狭
め
ら
れ
る
。
結

局
、
設
備
投
資
資
金
を
得
ら
れ
ず
、
老
朽
設
備
の
無
理
な
使
用
が
続
き
、
運
営
コ
ス
ト
は
一
層
上
が
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
鉄
道
運
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営
収
入
は
ひ
ど
く
減
り
始
め
、
一
二
月
ま
で
に
多
く
の
会
社
が
破
産
の
危
機
に
瀕
し
た
。
年
末
ま
で
に
は
主
要
な
三
〇
社
の
株
式
で
も
、
市
場

価
格
平
均
が
額
面
価
格
の
四
九
％
へ
と
落
ち
こ
ん
で
ゆ
く
。
こ
う
し
た
鉄
道
有
価
証
券
が
、
国
内
金
融
機
関
の
資
産
の
大
部
分
を
形
成
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
全
体
の
金
融
構
造
ま
で
危
険
な
状
態
に
陥
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
労
働
危
機
と
い
う
要
因
も
鉄
道
会
社
を
苦
し
め
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
日
八
時
間
労
働
を
規
定
し
た
ア
ダ
ム
ソ
ン
法
が
一

九
＝
ハ
年
に
成
立
す
る
。
同
法
の
合
憲
性
を
疑
う
経
営
陣
と
、
同
法
の
遵
守
を
ス
ト
ラ
イ
キ
で
脅
し
な
が
ら
要
求
す
る
労
働
組
合
と
の
問
で
、

当
時
か
ら
対
立
が
続
い
た
。
参
戦
直
前
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら
圧
力
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
経
営
陣
が
譲
歩
す
る
。
そ
の
た
め
に
威
信
が
上
が

っ
た
組
合
は
、
参
戦
後
の
人
手
不
足
で
立
場
を
一
層
強
め
つ
つ
、
組
合
の
承
認
と
高
賃
金
を
要
求
し
始
め
た
。
し
か
し
経
営
陣
に
は
、
運
賃
す

え
お
き
の
ま
ま
高
賃
金
を
支
払
う
余
裕
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
ハ
リ
ソ
ン
（
閃
簿
一
同
｛
伽
×
国
餌
胱
H
一
し
り
O
⇔
）
R
W
B
委
員
長
は
一
一
月
末
に
次
の
よ
う
な

弱
音
を
吐
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
ト
を
止
め
る
手
段
も
も
た
な
い
企
業
の
下
よ
り
も
、
鉄
道
を
連
邦
統
制
下
に
お
く
こ
と
が
公
共
の
利
益
の
た

　
　
　
　
　
　
⑳

め
に
必
要
だ
、
と
。

　
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
鉄
道
の
危
機
に
加
え
、
全
国
鉄
道
網
の
統
一
的
運
営
を
め
ざ
し
た
R
W
B
も
十
分
に
は
機
能
で
き
な
か
っ
た
。
最
大

限
の
輸
送
効
率
を
求
め
て
、
R
W
B
が
諸
鉄
道
の
運
営
を
調
整
し
、
競
争
を
防
ぐ
こ
と
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
や
州
際
通
商
法
の
反

カ
ル
テ
ル
規
定
な
ど
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
法
の
か
わ
り
に
、
政
府
に
よ
る
鉄
道
の
即
時
接
収
を
議
会
が
え
ら
ぶ
可
能
性
を
お
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
た
経
営
陣
と
し
て
は
、
諸
法
の
中
止
な
ど
な
か
な
か
強
硬
に
は
主
張
し
に
く
い
。

　
諸
鉄
道
に
対
す
る
R
W
B
の
権
限
自
体
も
、
実
は
忠
告
程
度
に
限
ら
れ
て
い
た
。
小
規
模
な
鉄
道
会
社
の
場
合
、
公
益
に
奉
仕
す
べ
く
R
W

B
の
忠
告
に
従
え
ば
、
主
要
な
駅
の
使
用
等
を
他
社
に
許
す
こ
と
に
な
り
、
財
政
上
、
大
き
な
犠
牲
を
払
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
自
社
の

株
主
に
責
任
を
負
う
経
営
陣
と
し
て
は
、
R
W
B
の
忠
告
に
簡
単
に
従
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
R
W
B
の
忠
告
に
従
え
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

否
か
は
個
々
の
会
社
の
意
志
と
能
力
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
忠
告
に
強
制
力
も
当
然
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
危
険
で
行
き
詰
ま
り
の
状
況
を
背
景
と
し
て
、
I
C
C
は
一
九
～
七
年
一
二
月
初
頭
に
、
連
邦
議
会
へ
特
別
報
告
を
提
出
し
た
。
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R
W
B
と
同
じ
く
I
C
C
も
、
戦
時
の
輸
送
要
求
を
満
足
に
み
た
す
方
法
は
、
全
国
鉄
道
網
の
完
全
な
統
合
だ
け
だ
と
観
察
す
る
。
こ
の
観
察

を
も
と
に
I
C
C
は
、
現
実
的
な
鉄
道
統
合
手
段
を
二
つ
提
案
し
た
。
一
つ
は
、
競
争
体
系
の
維
持
だ
け
を
目
的
と
し
て
カ
ル
テ
ル
等
に
規
制

を
か
け
る
現
行
法
を
差
し
止
め
、
鉄
道
会
社
自
身
に
よ
る
相
互
の
合
併
を
奨
励
す
る
よ
う
な
規
定
を
立
法
化
す
る
こ
と
。
い
わ
ば
「
経
営
の
完

全
な
自
由
化
」
で
あ
る
（
但
し
、
政
府
の
財
政
援
助
は
必
要
だ
が
）
。
も
う
一
つ
は
、
政
府
が
鉄
道
を
接
収
し
、
鉄
道
網
を
単
一
の
シ
ス
テ
ム
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
運
営
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
「
鉄
道
国
営
化
」
で
あ
る
（
但
し
、
鉄
道
会
社
へ
の
財
産
使
用
料
や
維
持
費
の
支
払
い
は
必
要
）
。
な
お
、
後
者
の
「
鉄

道
国
営
化
」
の
場
合
、
鉄
道
の
設
備
を
接
収
す
る
と
し
て
も
、
会
社
に
財
産
使
用
料
等
を
払
う
と
こ
ろ
が
ら
、
民
間
企
業
の
設
備
所
有
権
は
侵

害
し
な
い
占
有
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
料
金
す
ら
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
と
っ
て
一
層
急
進
的
な
国

有
化
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
I
C
C
の
中
で
は
、
前
者
の
「
経
営
の
完
全
な
自
由
化
」
が
多
数
派
意
見
で
、
後
者
の
「
鉄
道
国
営
化
」
が
少
数
意
見
で
あ
っ
た
が
、
特
別

報
告
自
体
は
ど
ち
ら
を
採
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
明
言
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
例
外
的
に
、
マ
ッ
コ
ー
ド
（
0
7
践
Φ
ω
ρ
鑓
。
O
ぎ
邑
委
員
は

後
者
（
「
国
営
化
」
）
の
採
用
を
非
常
に
強
く
求
め
る
レ
ポ
ー
ト
を
特
別
報
告
に
挿
入
す
る
。
彼
は
、
強
制
力
に
欠
け
た
R
W
B
の
実
態
か
ら
、

ど
ん
な
に
優
秀
で
自
発
的
な
民
間
委
員
会
で
も
、
戦
時
の
輸
送
要
求
を
達
成
で
き
な
い
と
信
ず
る
に
至
る
。
そ
し
て
、
鉄
道
に
対
す
る
多
様
な

行
政
機
関
の
権
限
を
統
一
す
る
た
め
に
も
、
「
国
営
化
」
が
絶
対
に
必
要
だ
と
主
張
し
た
。

　
I
C
C
車
賃
以
降
、
政
界
は
次
の
こ
と
を
期
待
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
の
た
め
、
議
会
が
休
会
す
る
～
二
月
一
八
日
ま
で
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン

は
、
連
邦
に
よ
る
鉄
道
の
統
棚
を
議
会
で
宣
雷
す
る
だ
ろ
う
、
と
。
し
か
し
彼
は
一
八
日
以
降
も
沈
黙
し
続
け
、
当
時
の
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
混

沌
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鉄
道
問
題
を
結
局
三
週
間
も
熟
考
し
た
。
そ
し
て
二
六
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
彼
は
「
鉄
道
国
営
化
」
を
選
択
し
、
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

道
庁
の
創
設
に
関
す
る
公
式
声
明
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
間
（
一
二
月
初
頭
か
ら
月
末
ま
で
）
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
先

行
研
究
は
沈
黙
し
て
い
る
。

　
①
ω
畠
践
⑦
訓
豊
ら
蝋
型
．
ω
メ
膳
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
そ
の
結
果
、
海
軍
諮
問
委
員
会
は
数
千
の
生
産
施
設
の
毒
兇
表
を
作
成
し
た
。
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第一次大戦期アメリカの産業動員（布施）

　
長
沼
・
新
規
、
前
掲
書
、
　
　
一
三
三
頁
。

③
六
人
の
閣
僚
と
は
陸
軍
、
海
軍
、
内
務
、
農
務
、
商
務
、
労
働
長
官
の
こ
と
で

　
あ
り
、
C
N
D
議
長
に
は
陸
軍
長
官
が
就
任
し
た
。
七
人
の
委
員
と
は
ウ
ィ
ラ
ー

　
ド
B
＆
0
鉄
道
会
社
社
長
、
ド
レ
ク
セ
ル
協
会
会
長
の
ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
（
国
。
濠
的

　
O
o
黛
お
鴫
）
、
ハ
ド
ソ
ン
・
モ
ー
タ
…
会
社
副
社
長
の
コ
フ
ィ
ン
（
出
。
≦
碧
山
国
’

　
○
。
窪
口
）
、
シ
カ
ゴ
の
外
科
医
大
学
の
学
長
マ
ー
チ
ィ
ン
（
男
鎚
ロ
紅
ぎ
円
竃
印
「
－

　
笥
戸
）
博
士
、
銀
行
家
の
バ
ル
ー
ク
、
シ
ア
…
ズ
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
社
社
長
の
ロ
ー

　
ゼ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
（
』
巳
ご
。
。
”
o
給
昌
考
瓢
創
）
、
ゴ
ン
パ
ー
ズ
（
ω
四
ヨ
信
㊦
一
Ω
o
ヨ
唱
輿
ω
）

　
A
F
」
会
長
の
こ
と
で
あ
る
。

④
論
外
≦
艶
8
α
q
菖
ざ
9
§
壽
ミ
ミ
O
曼
赴
鞭
§
§
§
き
こ
§
偽
§
駄
き
§

　
諺
防
ミ
q
遷
築
き
恥
寒
、
ミ
9
瓢
N
毎
鷺
ミ
譜
ミ
鴨
ミ
ミ
誉
、
き
恥
㌣
禽
馬
ミ
翫
§
駄
暮
鴨

　
き
3
渚
タ
U
■
言
茗
Φ
8
P
露
焦
O
。
ヨ
嚇
超
弘
O
一
P
竈
」
一
山
G
。
．
傘
下
の
委
員

　
会
の
創
設
と
委
員
雇
用
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
C
無
D
は
、
陸
軍
予
算
法
で
二
〇

　
万
ド
ル
を
支
給
さ
れ
た
。
な
お
同
法
の
制
定
は
、
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
戦
に
対
す
る

　
国
民
の
怒
り
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
い
た
。

⑤
§
黛
も
’
F

⑥
建
靴
も
」
恥
｛
．
ω
。
ぎ
｛
す
u
§
9
計
や
爵
．

⑦
≦
艶
8
σ
q
げ
ξ
闇
号
ミ
も
」
伊

⑧
寧
ミ
も
■
頴
｛
■
コ
ド
ル
役
人
」
が
、
平
時
の
所
属
企
業
か
ら
継
続
し
て
給
与

　
を
う
け
と
っ
て
い
た
た
め
。

⑨
建
鉢
も
．
δ
c
。
｛
．

⑩
旨
閏
．
ω
陣
。
〈
①
さ
§
恥
沁
ミ
§
曹
》
賊
§
識
ミ
ミ
§
駄
§
醇
§
ミ
§
＝
ミ
、
ミ
｝

　
肉
§
腎
謬
ミ
塗
装
駄
≧
ミ
試
§
ミ
韓
。
遷
．
署
ピ
”
o
葺
δ
畠
α
q
ρ
6
8
も
■
9
h

⑪
囚
．
〉
．
囚
霞
w
、
．
∪
Φ
。
巨
。
旨
｛
。
吋
頃
巴
霞
巴
○
。
轟
。
げ
≦
駿
8
“
ζ
。
〉
匹
。
。
b
巳

　
浄
⑦
知
毘
「
o
巴
。
。
」
⑩
ミ
㌦
、
§
鴨
き
ミ
蓉
N
ミ
奪
ミ
識
§
ド
題
詮
。
§
＜
o
ピ
α
《
客
。
．

　
ω
■
（
一
8
刈
）
も
．
象
N
h
．

⑫
導
ミ
も
．
綬
○
。
．
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
会
社
社
長
リ
ー
（
ω
P
諺
β
①
一
刃
Φ
鋤
）

　
や
ウ
ィ
ラ
ー
ド
B
＆
0
鉄
道
会
社
社
長
に
よ
る
。

⑬
き
ミ
も
・
α
黛
・
ω
8
＜
①
び
魯
9
。
勝
も
．
認
．
但
し
、
運
賃
引
き
上
げ
要
求
が
　
部

　
達
成
さ
れ
た
時
も
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
一
〇
年
度
に
は
、
貨
物
運
賃
平
均
の

　
五
％
分
の
引
き
上
げ
が
認
め
ら
れ
た
。

⑭
♂
§
℃
．
器
■

⑮
〉
．
鋭
○
。
隼
Φ
ざ
9
§
寸
§
§
躰
曾
ミ
ミ
§
駄
§
沁
鼠
N
、
§
勢
・
隷
ミ
§
q
曼

　
物
ミ
§
勲
§
駄
§
錺
避
ミ
、
周
迷
い
丸
題
。
。
歳
露
9
＞
島
ぽ
昌
己
①
鼻
ぎ
。
。
▼
一
〇
課
も
」
◎

⑯
≦
鶏
8
α
q
匪
ざ
§
ミ
も
．
δ
り
．

⑰
奪
ミ
も
．
霜
O
｛
’
な
お
、
R
W
B
委
員
長
は
サ
ザ
ン
・
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
・
シ
ス

　
テ
ム
社
長
の
ハ
リ
ソ
ン
。
残
り
の
四
人
は
次
の
と
お
り
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄

　
道
の
り
ー
、
サ
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
の
ク
ル
ッ
ト
シ
ュ
ニ
ッ
ト
（
㎏
巳
ご
ω

　
囚
門
葺
訴
0
7
巴
巳
、
シ
カ
ゴ
・
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
ア
ン
ド
・
ク
イ
ン
シ
ー
鉄
道
の

　
ホ
ー
ル
デ
ン
（
H
｛
餌
料
Φ
　
頃
O
一
曹
①
P
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
・
ア
ン

　
ド
・
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
鉄
道
の
エ
リ
オ
ッ
ト
（
頃
。
≦
四
島
国
≡
o
巳
。

⑱
O
。
隼
Φ
ざ
魯
ミ
も
』
O
｛
■

⑲
き
§
や
圏
h
U
．
即
ω
①
磐
霞
甲
さ
§
§
賢
b
u
寒
ミ
§
蹴
§
出
謹
識
§
N
き
、

　
き
詳
N
緯
N
嵐
ミ
や
ご
ま
。
一
巨
q
昌
一
く
Φ
画
蔓
。
｛
客
Φ
げ
罠
ω
ζ
℃
H
Φ
。
。
。
。
し
8
9
P

　
c
Q
鼻
．

⑳
§
韓
語
．
。
。
甲
り
轡
は
し
か
や
肺
炎
な
ど
が
流
行
し
、
世
論
が
急
変
し
た
。
一

　
二
月
初
頭
に
は
、
上
院
軍
事
委
員
会
が
陸
軍
の
装
備
に
関
す
る
調
査
を
始
め
た
ほ

　
ど
で
あ
る
（
翌
年
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
）
。

⑳
○
。
住
｛
お
ざ
愚
．
§
も
℃
』
。
。
幽
し
・
．
特
に
中
西
部
の
石
炭
輸
送
は
、
労
働
争
議
の

　
た
め
夏
中
制
限
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
鉄
道
は
、
夏
に
運
ぶ
べ
き
多
く
の
石
炭
を
冬

　
に
運
ば
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
運
搬
貴
が
増
え
た
。
ま
た
ユ
ニ
オ
ン
・
パ
シ
フ
ィ

　
ッ
ク
鉄
道
の
ロ
ヴ
ェ
ッ
ト
は
、
一
九
一
七
年
八
月
に
輸
送
優
先
監
督
に
任
命
さ
れ

　
た
。
彼
が
省
益
を
調
整
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
多
種
多
様
の
政
府
貨
物
が
目
的
地

　
へ
殺
到
し
、
輸
送
の
混
沌
が
激
化
す
る
。
そ
し
て
民
間
で
は
、
石
炭
不
足
が
ひ
き
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お
こ
し
た
肺
炎
に
よ
る
死
亡
や
凍
死
ま
で
発
生
し
た
。

⑫
　
ω
o
訂
浮
斜
号
ミ
も
．
ω
G
。
■

⑳
O
。
騨
①
ざ
曾
ミ
も
』
無

⑳
　
纈
ミ
℃
℃
で
5
卜
。
甲
b
。
り
’
な
お
当
時
、
鉄
道
労
働
者
の
平
均
日
給
は
二
・
五
ド
ル
、

　
フ
ォ
ー
ド
社
員
の
約
半
分
で
あ
っ
た
。
労
働
者
を
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、
組
合
が

　
言
う
と
お
り
、
賃
上
げ
は
確
か
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑳
奪
ミ
も
や
認
み
①
．

⑳
奪
ミ
も
．
。
。
課

⑳
串
ミ
も
．
ω
O
■
≦
田
8
α
q
ま
ざ
愚
．
ミ
も
．
瓢
卜
、
．
旨
≦
鰻
《
こ
同
‘
沁
ミ
、
ミ
駐

　
ミ
ミ
聾
鳶
試
覧
§
卜
瓢
£
U
固
≦
お
p
o
P
際
磐
銘
臼
α
℃
o
h
囚
き
ω
霧
w
悼
O
O
ポ
ワ
b
。
念
．

　
な
お
「
鉄
道
国
営
化
」
に
つ
き
、
当
時
の
原
文
で
は
次
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
た
。

　
「
政
府
」
（
O
o
く
Φ
欝
導
r
。
導
か
閃
Φ
焦
⑦
【
巴
）
が
鉄
道
を
「
接
収
」
し
（
鼠
犀
Φ
o
〈
雲

　
か
［
聾
Φ
℃
o
。
。
ω
Φ
ω
臨
8
）
、
鉄
遵
網
を
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
運
営
す
る
」

　
（
。
§
ぎ
劃
。
需
曇
P
毎
p
の
い
ず
れ
か
）
と
。
O
o
く
曾
p
箏
①
簿
○
聴
『
巴
自
に
次

　
い
で
多
い
閃
①
指
導
O
o
艮
δ
一
と
い
う
表
現
に
従
え
ば
、
「
連
邦
統
制
」
と
も
翻
訳

　
で
き
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
長
沼
・
新
川
、
前
掲
書
、
三
三
八
頁
の
表
記
に
倣

　
い
、
「
国
営
化
駄
と
訳
す
こ
と
に
し
た
。

鰺
　
O
o
象
器
ざ
魯
ミ
も
．
膳
ω
・
同
時
に
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
財
務
長
宮
が
初
代
鉄
道

　
庁
長
宮
に
任
命
さ
れ
た
。
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第
2
章
　
鉄
道
庁
創
設
に
対
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
躇
躇

　
前
章
末
で
は
、
「
鉄
道
国
営
化
」
に
対
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
三
週
間
の
沈
黙
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
同
じ
時
期
、
鉄
道
統
制
に

関
す
る
公
式
の
決
定
を
大
統
領
が
す
ぐ
に
下
す
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
た
め
か
、
連
邦
議
会
も
そ
の
問
題
に
関
し
、
ほ
と
ん
ど
検
討
し
て
い
な

い
。
連
邦
議
会
の
議
事
録
に
よ
る
と
、
同
時
期
の
議
会
が
鉄
道
の
統
制
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
二
回
だ
け
で
あ
る
。

　
ま
ず
下
院
が
、
一
二
月
五
日
に
、
戦
時
中
の
合
衆
国
政
府
に
よ
る
鉄
道
と
炭
坑
の
接
収
を
規
定
す
る
下
院
共
同
決
議
案
（
国
」
．
労
Φ
ω
．
一
軍
．
）

を
提
出
し
た
。
次
に
上
院
が
、
休
会
直
前
の
～
二
月
一
八
日
に
、
全
米
の
鉄
道
運
送
の
総
監
督
を
～
人
だ
け
任
命
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
上
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

共
同
決
議
案
（
ω
こ
．
幻
Φ
ω
」
一
。
。
■
）
を
提
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
決
議
案
は
稀
な
る
検
討
に
付
さ
れ
る
た
め
、
上
下
各
院
の
委
員
会
（
前
者
は
下
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

州
際
・
対
外
通
商
委
員
会
へ
、
後
者
は
上
院
の
州
際
通
商
委
員
会
へ
）
に
委
ね
ら
れ
た
。

　
た
だ
し
こ
れ
ら
の
決
議
案
は
結
局
、
委
員
会
任
せ
の
棚
上
げ
同
然
の
状
況
と
な
り
、
本
会
議
場
で
再
び
討
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
、
鉄
道
の
統
制
に
つ
き
、
一
二
月
半
ば
の
議
会
が
本
格
的
に
検
討
し
た
と
は
雷
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
結
果
、
議
事
録
や
前
章
で
使



つ
た
政
府
報
告
書
な
ど
の
公
的
な
史
料
だ
け
で
は
、
鉄
道
統
制
に
対
す
る
当
時
の
高
官
の
態
度
や
動
向
は
把
握
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
本
章
は
、
彼
ら
高
官
の
園
想
録
や
往
復
書
簡
と
い
っ
た
私
的
な
史
料
を
手
が
か
り
と
し
て
、
「
鉄
道
国
営
化
」
決
定
の
内
実
に
迫
り
た
い
。

第
1
節
　
人
事
上
の
た
め
ら
い
ー
マ
ッ
カ
ド
ゥ
i
財
務
長
官
の
回
想
録
か
ら

第一次大戦期アメリカの産業動員（布施）

　
一
九
～
七
年
当
時
、
財
務
三
宮
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
娘
婿
で
も
あ
っ
た
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
の
回
想
録
に
よ
る
と
、
一
九
一
七
年
秋
以
降
の
大
統
領

は
、
内
閣
が
処
理
す
べ
き
他
の
い
か
な
る
問
題
よ
り
も
鉄
道
状
況
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
戦
前
に
十
年
以
上
も
ハ
ド
ソ
ン
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
鉄
道
会
社
の
社
長
を
勤
め
た
マ
ッ
カ
ド
ゥ
！
が
、
鉄
道
輸
送
に
関
す
る
知
識
を
豊
富
に
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、

解
決
が
難
し
い
鉄
道
問
題
を
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
と
二
人
き
り
で
何
度
も
討
論
し
た
。
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
は
大
統
領
に
、
戦
時
下
で
は
鉄
道
の
接
収
が

必
要
だ
と
勧
告
す
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
自
身
も
そ
う
考
え
た
が
、
R
W
B
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
与
え
、
政
府
が
干
渉
す
る
前
に
何
が
で
き
る
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

見
て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
討
論
の
中
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
一
番
悩
ん
だ
問
題
は
、
鉄
道
を
接
収
す
る
場
合
、
そ
れ
を
統
一
運
営
で
き
る
よ
う
な
有
能
な
人
物
を

探
し
出
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
人
物
は
経
験
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
積
み
、
現
実
的
な
常
識
を
持
ち
、
信
頼
で
き
る

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
と
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
の
二
人
は
、
鉄
道
経
営
陣
の
優
秀
な
人
々
の
名
を
あ
げ
て
相
談
し
た
が
、
鉄
道
運
営
を
任
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
れ
る
よ
う
な
適
任
者
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
丁
寧
に
切
り
出
し
た
。

　
　
マ
ッ
ク
（
筆
者
注
・
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
の
愛
称
）
、
君
が
そ
れ
（
鉄
道
運
営
）
を
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
の
だ
が
。
…
…
君
が
す
で
に
財
務
省
と
い
う
重
荷
を

　
　
抱
え
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
私
は
、
君
に
さ
ら
な
る
責
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
覚
え
る
。
だ
が
君
に
は
、
す
ば
ら
し
い
組

　
　
織
化
の
能
力
が
あ
る
。
…
…
だ
か
ら
私
は
君
に
鉄
道
を
管
理
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
申
し
出
を
強
要
し
た
く
は
な
い
。
こ
の
仕
事
を
で
き
る
と
窟
が
思

　
　
う
か
ど
う
か
を
た
だ
尋
ね
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。

　
大
統
領
の
こ
の
申
し
出
に
対
し
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
は
少
し
考
え
た
後
に
可
能
だ
と
答
え
、
そ
の
理
由
を
二
つ
示
し
た
。
今
、
自
由
国
債
の
購
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買
運
動
が
有
価
証
券
の
販
売
市
場
を
狭
め
て
い
る
た
め
、
鉄
道
有
価
証
券
の
売
却
も
ひ
ど
く
減
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
設
備
投
資
用
の
資
金

も
入
手
で
き
な
い
鉄
道
会
社
の
経
営
が
一
層
不
振
と
な
り
、
鉄
道
有
価
証
券
の
市
場
価
格
も
着
実
に
落
ち
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
鉄
道
有

価
証
券
の
持
ち
主
で
あ
る
全
国
の
金
融
…
機
関
や
投
資
家
は
、
み
ず
か
ら
の
資
産
や
財
産
が
め
べ
り
し
て
ゆ
く
深
刻
な
脅
威
に
直
面
し
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
鉄
道
問
題
は
、
輸
送
や
運
営
だ
け
で
な
く
、
金
融
市
場
の
安
定
性
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
自
由
国
債
の
売
却
の
た
め
に
も
国
家

財
政
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
任
務
は
財
務
長
官
で
あ
る
彼
が
担
当
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
彼
は
、

お
互
い
に
協
力
す
る
の
が
難
し
そ
う
な
誰
か
に
鉄
道
管
理
を
任
す
よ
り
も
、
そ
れ
を
自
分
で
引
き
う
け
、
そ
の
財
政
・
金
融
問
題
と
あ
わ
せ
て

統
制
で
き
る
方
が
負
担
も
少
な
い
、
と
述
べ
た
。

　
以
上
の
会
話
の
数
ヶ
月
後
に
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
は
、
自
分
が
、
鉄
道
管
理
の
責
任
者
と
し
て
す
で
に
推
薦
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
た
と
え

ば
、
一
二
月
七
日
付
の
マ
ッ
コ
ー
ド
ー
C
C
委
員
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
へ
の
手
紙
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
鉄
道
管
理
の
責
任
者

は
輸
送
と
財
政
、
両
分
野
の
管
理
経
験
を
も
つ
人
物
で
あ
る
べ
き
だ
。
こ
の
ポ
ス
ト
に
は
、
重
責
が
増
え
す
ぎ
る
と
い
う
反
論
も
出
る
だ
ろ
う

が
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と
。
つ
ま
り
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
マ
ッ
コ
ー
ド
ら
の
推
薦
を
ふ
ま
え
て
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
に
鉄
道
の
管
理
を
依

頼
し
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
は
他
薦
の
存
在
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。
彼
が
こ
の
仕
事
を
引
き
受
け
た
正
確
な
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

日
は
、
残
念
な
が
ら
回
想
録
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
～
二
月
中
旬
ご
ろ
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
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第
2
節
　
法
的
・
財
政
的
制
約
か
ら
生
じ
る
躊
躇
－
大
統
領
関
係
書
簡
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
本
節
で
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
研
究
者
と
し
て
高
名
な
リ
ン
ク
が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
編
集
し
た
浩
潮
な
大
統
領
関
係
の
史
料
集
を
も
と
に
、

「
鉄
道
国
営
化
」
に
対
す
る
高
官
の
態
度
を
検
討
す
る
。
こ
の
史
料
集
に
よ
る
と
、
一
九
一
七
年
＝
一
月
初
頭
の
I
C
C
報
告
か
ら
同
月
二
六

日
の
鉄
道
庁
創
設
ま
で
に
、
「
鉄
道
国
営
化
」
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
含
ん
だ
書
簡
等
は
計
九
通
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

　
⑧

あ
る
。



①
＝
再
六
日
付
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
へ
の
書
簡
。
（
「
国
営
化
」
を
熱
心
に
す
す
め
る
）

②
一
一
日
、
マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ラ
ン
ド
（
O
H
雪
く
臼
①
ψ
竃
8
｛
費
｝
磐
島
）
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
へ
。
（
「
国
営
化
」
へ
の
期
待
を
大
げ
さ
に
表
現
）

③
一
三
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
へ
。
（
ハ
ウ
の
メ
モ
を
同
封
し
、
①
を
確
認
し
た
だ
け
）

④
一
五
日
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
へ
。
（
鉄
道
接
収
後
の
補
償
条
件
な
ど
を
提
案
す
る
）

⑤
一
五
日
、
ハ
ウ
（
男
切
①
餌
①
吋
一
〇
　
〇
．
嗣
｛
O
～
く
Φ
）
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
へ
。
（
メ
モ
を
補
強
し
、
他
国
と
の
比
較
か
ら
「
国
営
化
」
を
推
奨
）

⑥
一
六
日
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
へ
。
（
「
国
営
化
」
問
題
の
再
考
を
促
す
が
、
四
行
だ
け
）

⑦
一
八
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら
タ
マ
ル
テ
ィ
（
言
し
。
Φ
喜
℃
．
門
⊆
導
巳
受
）
へ
。
（
財
政
面
な
ど
か
ら
、
門
国
営
化
」
へ
の
躍
躇
を
示
す
）

⑧
　
八
日
、
ハ
ウ
ス
（
国
伍
≦
餌
噌
島
ζ
．
国
○
餌
も
。
①
）
大
佐
の
日
記
。
（
上
述
の
よ
う
な
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
躍
躇
の
目
撃
談
）

⑨
二
〇
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら
ハ
ウ
へ
。
（
「
国
営
化
」
問
題
を
熟
考
中
、
と
わ
ず
か
三
行
で
報
告
）

（
な
お
、
ハ
ウ
は
当
時
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
口
リ
ス
島
の
移
民
監
督
官
。
タ
マ
ル
テ
ィ
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
秘
書
。
ハ
ウ
ス
大
佐
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
側
近
で
、

主
に
外
交
面
を
担
当
し
た
。
）

第一次大戦期アメリカの産業動員（布施）

　
こ
れ
ら
の
概
観
だ
け
で
も
、
各
自
の
「
鉄
道
国
営
化
」
要
求
に
対
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
意
思
表
示
す
ら
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
し
た
時
で
も
む
し

ろ
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
一
体
な
ぜ
な
の
か
。
こ
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
、
以
下
で
は
「
国
営
化
」
要
求
と
し
て
代
表

的
な
①
③
⑤
と
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
薦
躇
と
し
て
代
表
的
な
⑦
⑧
を
、
や
や
詳
し
く
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
①
の
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
に
よ
れ
ば
、
I
C
C
報
告
が
議
会
に
示
し
た
鉄
道
問
題
は
、
迅
速
か
つ
断
固
と
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
解
決
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
戦
時
中
の
鉄
道
の
統
制
と
運
営
を
す
ぐ
に
引
き
う
け
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
ら
な

る
立
法
を
待
た
ず
と
も
、
大
統
領
に
は
そ
う
す
る
権
限
が
十
分
に
あ
る
し
、
運
賃
引
き
上
げ
や
財
務
省
に
よ
る
企
業
援
助
を
伴
う
よ
う
な
民
間

運
営
下
の
鉄
道
支
配
力
の
強
化
に
は
、
国
民
の
大
多
数
が
妥
協
せ
ず
に
反
対
す
る
だ
ろ
う
か
ら
。
彼
は
、
連
邦
に
よ
る
鉄
道
統
制
の
メ
リ
ッ
ト
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も
数
多
く
あ
げ
て
い
た
。
運
営
効
率
が
上
が
る
一
方
、
運
営
コ
ス
ト
は
大
幅
に
下
が
る
。
個
々
の
会
社
の
準
備
金
を
減
ら
せ
る
上
に
、
そ
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

金
を
設
備
投
資
に
ま
わ
せ
る
。
そ
し
て
不
必
要
な
鉄
道
を
廃
棄
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
等
々
で
あ
っ
た
。

　
次
に
③
で
同
封
さ
れ
た
ハ
ウ
の
メ
モ
で
も
、
連
邦
に
よ
る
鉄
道
運
営
の
メ
リ
ッ
ト
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
彼
に
な
ら
っ
て
ロ
ー
マ
数
字
で
箇

条
書
き
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
1
運
営
収
益
を
、
設
備
の
維
持
費
や
減
価
償
却
の
補
填
な
ど
、
多
方
面
に
分
配
で
き
る
点
。
1
・
瓢
車

両
の
有
効
利
用
や
人
員
削
減
な
ど
で
節
約
で
き
る
点
。
W
運
賃
を
決
め
、
そ
の
体
系
を
簡
単
な
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
で
き
る
点
。
V
農
業

な
ど
の
小
規
模
産
業
に
刺
激
を
与
え
る
点
。
W
．
反
国
家
的
な
人
的
資
源
を
そ
の
思
想
か
ら
解
放
し
、
国
家
の
た
め
に
利
用
で
き
る
点
（
後
述
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

鴨
・
皿
・
医
天
然
資
源
等
を
迅
速
に
安
く
獲
得
で
き
る
点
。
ハ
ウ
が
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
V
以
降
の
よ
う
に
、
鉄
道
運
営

面
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
に
「
国
営
化
」
が
及
ぼ
す
利
点
も
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
影
ウ
は
、
メ
モ
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
届
い
て
い
な
い
可
能
性
を
恐
れ
、
⑤
の
書
簡
を
大
統
領
に
送
り
、
メ
モ
の
内
容
を
説
明
し
た
。
ド

イ
ツ
や
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
等
の
鉄
道
輸
送
を
研
究
し
た
ハ
ウ
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
鉄
道
が
農
産
業
や
貿
易
の
促
進
の
た
め
に
運
営
さ
れ
、

運
営
当
局
が
鉄
道
株
主
よ
り
国
家
全
体
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
る
、
と
高
く
評
価
す
る
。
こ
れ
ら
の
国
の
当
局
が
実
際
に
も
た
ら
し
た
運
営
効

果
を
詳
し
く
紹
介
し
た
後
に
彼
は
、
諸
緯
圏
の
鉄
道
が
国
民
生
活
に
統
合
さ
れ
、
「
肉
体
に
対
す
る
循
環
器
系
統
と
同
様
」
、
国
家
に
奉
仕
し
て

い
る
と
賞
賛
し
た
。
そ
し
て
も
し
、
鉄
道
と
国
民
が
こ
の
よ
う
に
統
合
す
れ
ば
、
一
つ
の
大
き
な
政
治
的
・
社
会
的
利
益
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ

と
主
張
す
る
。

　
こ
の
主
張
が
前
述
の
W
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ウ
に
よ
る
と
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
有
能
な
人
々
の
多
く
は
国
家
に
対
し
無
関

心
で
あ
る
か
、
嫌
悪
や
軽
蔑
の
感
情
し
か
抱
い
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
国
家
も
弱
体
化
し
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
連
邦
政
府
が
鉄
道
を
接
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
れ
ば
、
彼
ら
の
胸
中
に
国
家
と
の
一
体
感
が
生
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ハ
ウ
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
、
「
国
営
化
」
が
も
た
ら
す
精
神
動
員
の

側
面
に
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
こ
の
論
点
も
ハ
ウ
独
特
の
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
こ
う
し
た
「
国
営
化
」
要
求
に
接
し
て
も
な
お
消
極
的
で
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
や
ハ
ウ
ら
に
直
接
返
答
せ
ず
、
タ
マ
ル
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第一次大戦期アメリカの産業動員（布施）

テ
ィ
あ
て
の
書
簡
⑦
で
ご
く
短
く
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
。
大
統
領
の
考
え
で
は
、
鉄
道
接
収
法
案
を
提
出
し
た
り
主
張
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

い
か
な
る
時
で
も
あ
ま
り
賢
い
や
り
方
で
は
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
現
状
に
不
必
要
な
要
素
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
に
な
る
し
、
彼
自

身
が
想
定
す
る
戦
争
の
解
決
策
と
ひ
ど
く
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。
そ
し
て
戦
時
中
に
鉄
道
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
財
政
上
不
可
能
で
も

　
　
　
⑫

あ
る
、
と
。
な
お
大
統
領
は
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
と
違
い
、
立
法
が
ま
だ
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
～
九
一
六
年
の
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

軍
予
算
法
が
時
限
立
法
で
、
一
九
一
七
年
末
に
は
期
限
切
れ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
こ
の
推
測
は
、
大
統
領
の
言
及
が
短
す
ぎ
る

た
め
根
拠
に
乏
し
い
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

　
外
交
問
題
を
主
に
担
当
し
て
い
た
が
、
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
討
論
し
て
い
た
ハ
ウ
ス
の
日
記
⑧
に
よ
る
と
、
～
二
月
～
八

日
目
で
に
大
統
領
は
、
鉄
道
の
接
収
と
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
を
鉄
道
庁
長
官
に
任
命
す
る
こ
と
は
決
心
し
て
い
た
。
し
か
し
大
統
領
は
ま
だ
、
接
収

に
伴
う
法
的
な
困
難
さ
に
た
め
ら
い
を
感
じ
て
も
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
鉄
道
会
社
が
保
有
す
る
資
金
ま
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
資

金
な
し
で
は
議
会
が
支
出
し
な
い
限
り
、
鉄
遵
を
運
営
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
統
領
の
た
め
ら
い
に

対
し
、
ハ
ウ
ス
は
銀
行
に
対
す
る
政
策
を
鉄
道
に
も
施
せ
ば
ど
う
か
、
と
助
言
し
た
。
つ
ま
り
、
鉄
道
産
業
自
身
に
自
ら
の
業
務
を
正
当
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

わ
せ
る
よ
う
し
む
け
る
べ
き
だ
、
と
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
ハ
ウ
ス
の
助
言
は
、
翌
年
の
鉄
道
庁
の
活
動
に
一
部
反
映
さ
れ
た
が
、
R
W
B
の

活
躍
に
対
す
る
大
統
領
の
期
待
を
あ
お
る
こ
と
に
も
な
り
、
「
国
営
化
」
に
対
す
る
彼
の
躇
躇
を
助
長
し
た
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

　
な
お
、
大
統
領
が
「
国
営
化
」
に
躊
躇
し
、
R
W
B
の
活
躍
に
期
待
し
た
可
能
性
の
根
拠
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
九
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
中
に
、
国
家
と
産
業
全
般
の
あ
り
方
に
関
す
る
「
ニ
ュ
ー
・
フ
リ
ー
ダ
ム
（
新
し
い
自
由
）
」
と
い

う
概
念
を
提
唱
し
て
い
た
。
こ
の
新
概
念
の
中
で
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
企
業
間
の
自
由
競
争
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
、
そ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

は
ト
ラ
ス
ト
や
独
占
を
解
体
さ
せ
る
と
い
っ
た
政
府
の
干
渉
が
必
要
だ
と
も
主
張
し
た
。
こ
の
概
念
か
ら
す
れ
ば
、
平
時
と
戦
時
の
違
い
が
あ

る
に
せ
よ
「
国
営
化
」
は
と
り
わ
け
望
ま
し
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
政
府
が
全
国
の
鉄
道
網
を
単
一
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
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な
れ
ば
、
鉄
道
産
業
界
の
企
業
間
競
争
が
ま
っ
た
く
無
く
な
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ニ
ュ
ー
・
フ
リ
ー
ダ
ム
」
に
忠
実
に
従
え
ば
、

反
ト
ラ
ス
ト
法
な
ど
の
規
制
が
か
け
ら
れ
た
ま
ま
の
R
W
B
の
方
が
、
は
る
か
に
望
ま
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

①
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。
虞
①
O
を
参
考
に

　
し
た
。

⑤
な
お
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
こ
の
発
言
の
際
、
私
的
な
感
情
を
相
当
押
し
殺
し
て
い

　
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
園
．
》
■
Ω
Φ
ヨ
①
段
ψ
俸
国
「
〉
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0
匿
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轟
き
。
辱
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ぎ
ρ
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ρ
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。
・
。
・
）
る
O
O
ω
も
．
悼
G
Q
刈
に
よ
る
と
、
～
九
一
四
年
五
月
に
、
当
時
四

　
一
才
の
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
が
二
五
才
の
若
い
エ
レ
ノ
ア
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
国
冨
き
。
肖

　
≦
坤
『
o
μ
）
（
大
統
領
の
娘
）
と
結
婚
し
た
。
そ
れ
以
降
特
に
、
大
統
領
は
マ
ッ
カ

　
ド
ゥ
ー
を
閣
僚
と
し
て
尊
敬
は
し
て
い
た
が
、
個
入
的
に
あ
ま
り
気
に
入
ら
な
か

　
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
人
事
問
題
が
大
統
領
を
最
も
悩
ま
せ
た
と
い
う
回
想

　
部
分
は
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
…
の
自
意
識
過
剰
が
少
し
は
働
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
た
だ
し
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
…
が
重
要
な
任
務
を
負
い
す
ぎ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時

　
の
時
事
風
刺
漫
画
で
も
描
か
れ
て
い
た
。
一
九
一
八
年
の
時
事
風
刺
漫
画
「
朝
、

　
働
き
に
出
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
G
・
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
」
に
よ
る
と
、
彼
は
鉄
道
庁
長

　
官
と
財
務
長
官
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
多
様
な
任
務
を
負
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

　
9
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9
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q
ω
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う

　
も
の
で
あ
る
。
当
時
か
ら
彼
は
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
赴
く
人
物
と
し
て
評
さ
れ
て

　
い
た
。
ζ
o
＞
q
o
P
愚
．
ミ
も
．
ミ
○
の
挿
絵
を
参
照
。

⑦
日
本
語
で
読
め
る
リ
ン
ク
の
著
作
と
し
て
は
、
A
・
リ
ン
ク
『
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
伝
睡
草
間
秀
三
郎
訳
、
南
窓
社
、
～
九
七
七
年
が
あ
る
。
彼
は
同
上
、

　
～
二
二
頁
で
、
戦
時
中
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
鉄
道
組
織
を
動
員
体
制
に
導
く
際
、

　
「
過
去
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
い
か
な
る
経
験
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
た
め
の
先

　
例
を
示
す
も
の
で
は
な
」
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
邦
訳
さ
れ
た
ウ

　
ィ
ル
ソ
ン
の
著
作
と
し
て
は
、
W
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
『
議
会
と
政
府
』
小
林
孝
輔
・

　
田
中
勇
訳
、
文
真
堂
、
へ
九
七
八
年
が
あ
る
。
な
お
本
書
は
、
6
．
≦
．
≦
旨
。
封

　
G
§
鷺
題
鴇
§
ミ
Q
o
竃
ミ
ミ
§
ひ
籍
9
§
守
§
国
§
馬
脳
§
万
国
ミ
執
β
ω
o
し
・
瞥
。
冥

　
自
。
自
α
Q
匿
8
蜜
藻
期
μ
卿
O
o
．
噂
一
。
。
c
。
9
ω
巳
口
凸
識
o
P
G
。
重
言
の
全
訳
で
あ
る
。
ウ

　
ィ
ル
ソ
ン
は
こ
の
著
作
を
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
学
位
論
文
（
政
治

　
学
）
と
し
て
執
筆
し
た
。
彼
は
、
本
書
全
体
を
通
じ
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
重
心
が

　
「
密
室
政
治
」
的
な
「
委
員
会
政
治
」
に
あ
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
し
か

　
し
皮
肉
な
こ
と
に
一
九
一
七
年
当
時
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
に
は
、
側
近
と
の
間

　
の
「
密
室
政
治
」
に
陥
る
危
険
性
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。

⑧
》
．
ω
．
ご
艮
（
①
e
”
§
恥
ξ
§
轟
き
。
罫
d
鑓
§
ぴ
§
㌧
＜
。
囲
腿
伊
（
累
。
＜
し
ド
“

　
む
峯
織
器
．
託
り
一
㊤
一
。
。
）
り
℃
噌
帥
8
Φ
8
P
属
㊦
毛
｝
霞
ω
①
質
℃
ユ
”
o
簿
8
ζ
巳
く
魯
臨
曙

　
℃
「
Φ
ω
ω
▼
唱
や
b
」
謡
曲
卜
⊃
c
。
甲
卜
0
8
－
ト
っ
ご
暫
N
Q
。
ω
幽
○
。
ρ
ω
O
町
ω
8
”
Q
。
O
甲
ω
一
期
ω
一
ρ

　
。
。
一
〇
。
山
一
ρ
ω
b
。
ω
山
卜
。
c
。
冒
ω
。
。
心
．
な
お
、
こ
の
時
期
の
他
の
重
要
な
政
治
・
外
交
問

（320）82



　
題
が
、
鉄
道
問
題
を
考
え
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
時
間
や
体
力
を
奪
っ
た
と
は
考
え
に

　
く
い
。
た
と
え
ば
、
ロ
シ
ア
が
ド
イ
ツ
と
平
和
交
渉
を
単
独
に
行
な
い
、
｝
二
月

　
一
五
日
に
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
フ
ス
ク
の
講
和
を
結
ん
だ
こ
と
に
触
れ
た
大
統
領
関

　
係
書
簡
は
、
一
二
月
六
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
間
に
｝
通
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、

　
翌
一
九
一
八
年
一
月
八
日
に
議
会
で
演
説
さ
れ
た
有
名
な
「
平
和
　
四
ヶ
条
」
に

　
つ
き
、
大
統
領
関
係
書
簡
で
論
じ
ら
れ
た
の
は
主
に
、
そ
の
望
都
が
で
き
た
～
月

　
五
日
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
♂
島
陰
℃
．
①
一
り
．

⑨
登
穂
落
b
嵐
山
ロ
メ

⑩
ミ
護
憲
．
卜
。
。
。
ω
幽
。
。
伊

⑬
奪
ミ
も
’
G
。
O
⑩
出
9

⑫
ま
ミ
も
■
舘
。
。
．

⑬
寧
ミ
”
も
■
ら
。
㎝
P
陸
軍
予
算
法
の
正
式
名
称
は
、
〉
口
》
9
導
舞
ぎ
σ
Q
碧
腰
9

　
讐
聾
δ
器
｛
〇
二
ぼ
鈴
毛
。
㎏
ε
｛
浄
①
〉
毒
《
｛
〇
二
冨
｛
δ
。
餌
一
巻
碧
Φ
包
ぎ
α
Q
甘
器

　
ω
ρ
一
〇
一
メ
臣
縣
｛
臼
。
穿
曾
崔
も
。
。
。
㊦
ω
■
で
あ
っ
た
。
（
同
法
の
通
称
は
、
諺
§
《

　
〉
署
お
讐
延
δ
p
＞
簿
で
あ
る
。
）
同
法
と
ま
っ
た
く
同
じ
名
前
の
陸
軍
予
算
法

　
が
一
九
一
七
年
（
五
月
～
二
日
）
に
も
成
立
し
、
そ
の
有
効
期
限
も
一
年
延
長
さ

　
れ
て
い
た
が
、
大
統
領
が
～
九
～
七
年
末
の
鉄
道
接
収
宣
言
の
際
に
、
自
ら
の
新

　
し
い
権
限
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
た
の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
皿
九
一

　
六
年
の
陸
軍
予
算
法
と
、
一
九
一
七
年
四
月
の
対
独
宣
戦
決
議
、
お
よ
び
同
年
一

　
二
月
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
対
す
る
宣
戦
決
議
の
三
つ
で
あ
っ

　
た
。
き
ミ
b
℃
・
ω
㎝
○
。
｛
■
結
局
大
統
領
は
、
新
た
な
立
法
を
あ
き
ら
め
、
既
存
の
法

　
や
両
院
共
同
決
議
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑭
寧
ミ
も
．
認
軽
．
な
お
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
の
任
命
に
関
す
る
前
節
末
の
推
察
は
、

　
ハ
ウ
ス
の
日
記
に
基
い
て
い
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
存
在
を
憂
え
た
議
会
の
支
出
も
、

　
一
九
一
八
年
三
月
の
連
邦
統
制
法
の
回
転
資
金
規
定
で
、
鉄
道
庁
に
対
す
る
五
億

　
ド
ル
の
予
算
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。
≦
凱
。
亘
σ
q
ぽ
び
ざ
§
亀
計

　
署
9
嵩
①
乱
ミ
。
。
「

⑮
新
川
健
三
郎
・
高
橋
均
編
『
危
機
と
改
革
－
南
北
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
〇
年

　
四
㎞
青
木
書
窟
、
一
九
九
三
年
、
一
八
二
頁
。

第～次大戦期アメリカの産業動員（布施）

第
3
章
　
危
機
的
状
況
に
お
け
る
鉄
道
産
業
の
自
発
的
努
カ
ー
副
社
長
委
員
会
を
中
心
に

　
前
章
で
は
、
政
府
高
官
の
回
想
録
や
往
復
書
簡
な
ど
か
ら
、
工
C
C
報
告
以
降
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
「
鉄
道
国
営
化
」
に
対
し
な
ぜ
跨
翻
し
て

い
た
か
を
検
討
し
た
。
「
国
営
化
」
に
関
す
る
人
事
上
の
躇
躇
、
つ
ま
り
鉄
道
庁
長
官
に
誰
を
す
え
る
か
と
い
う
問
題
は
、
議
会
の
休
会
ま
で

に
解
消
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
国
営
化
」
に
伴
う
法
的
・
財
政
的
問
題
が
そ
の
後
も
大
統
領
の
心
を
制
約
し
た
た
め
、
鉄
道
庁
創
設

の
公
式
声
明
が
年
末
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
で
は
、
こ
の
間
、
鉄
道
産
業
側
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
1
章
第
2
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
鉄
道
産
業
を
と

り
ま
く
危
機
的
状
況
が
参
戦
前
の
状
況
と
比
べ
て
も
一
層
悪
化
し
、
産
業
に
と
っ
て
未
曾
有
の
領
域
に
達
し
た
の
は
、
貨
車
不
足
数
が
例
示
す

83 （32ユ）



る
よ
う
に
＝
月
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
一
二
月
初
頭
の
I
C
C
報
告
以
後
に
時
期
を
限
定
せ
ず
、
そ
の
前
後
の
各

一
ヶ
月
間
、
つ
ま
り
一
一
月
か
ら
年
末
ま
で
の
産
業
側
の
動
向
を
検
討
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
産
業
側
の
態
度
の
変
化
を
つ
か
む
こ
と
も

期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
検
討
の
た
め
の
史
料
と
し
て
、
人
皆
読
声
〉
σ
q
Φ
○
震
①
け
8
（
以
下
で
は
R
A
G
と
略
称
す
る
）
と
い
う
伝
統
的
で
専
門
的
な
鉄
道

週
刊
雑
誌
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
毎
週
金
曜
日
に
刊
行
さ
れ
た
岡
誌
は
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
名
称
を
変
え
つ
つ
も
現
在
ま
で
存
続
す
る
。
ま

た
鉄
道
の
管
理
や
運
営
、
貨
物
輸
送
、
あ
る
い
は
経
営
陣
に
対
す
る
特
別
報
告
な
ど
を
記
事
で
と
り
あ
げ
、
論
じ
続
け
て
き
た
R
A
G
は
、
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

界
で
読
ま
れ
た
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
に
も
利
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
R
A
G
は
、
産
業
寄
り
の
姿
勢
に
堕
す
こ
と
な
く
、
中
立
的

な
姿
勢
を
維
持
し
て
き
た
信
頼
に
足
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

84　（322）

第
1
節
　
報
わ
れ
な
い
運
賃
引
き
上
げ
要
求
と
反
ト
ラ
ス
ト
法
廃
止
要
求

　
一
九
一
七
年
＝
月
以
降
の
R
A
G
で
は
、
未
曾
有
の
危
機
的
状
況
に
直
面
し
な
が
ら
、
従
来
と
同
じ
く
運
賃
引
き
上
げ
を
要
求
す
る
産
業

側
の
主
張
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
一
一
月
二
日
号
に
お
け
る
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
の
記
事
の
よ
う
に
、
運
賃
を
一
五
％
引
き
上
げ
る
た
め
の

訴
訟
が
I
C
C
に
よ
っ
て
い
か
に
延
期
さ
れ
て
き
た
か
を
紹
介
し
た
だ
け
の
も
の
も
あ
る
。
だ
が
～
一
月
九
日
号
の
社
説
、
「
鉄
道
運
賃
と
国

防
」
で
は
、
も
う
少
し
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
。
現
行
運
賃
で
は
、
巨
大
化
し
た
商
業
・
軍
事
輸
送
を
維
持
す
る
だ
け

の
労
働
力
や
資
材
を
購
入
す
る
資
金
を
、
鉄
道
産
業
は
ど
う
し
て
も
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ウ
ィ
ラ
ー
ド
B
＆
O
社
社
長
が
述
べ
た
よ
う

に
、
～
層
大
き
な
も
う
け
を
得
る
た
め
の
運
賃
引
き
上
げ
が
是
非
と
も
必
要
だ
。
鉄
鋼
業
や
農
業
な
ど
他
産
業
も
鉄
道
に
依
存
し
て
い
る
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

鉄
道
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
過
度
の
運
賃
規
制
は
、
国
防
問
題
に
も
発
展
し
か
ね
な
い
、
と
。

　
こ
う
し
た
運
賃
問
題
だ
け
で
な
く
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
ま
で
考
察
の
対
象
に
含
め
た
よ
り
包
括
的
な
議
論
も
な
さ
れ
た
。
＝
月
二
三
日
号
の

社
説
、
「
戦
時
鉄
道
問
題
と
そ
の
解
決
」
は
、
R
W
B
の
権
限
の
限
界
や
崩
壊
寸
前
の
輸
送
状
況
を
紹
介
し
た
後
、
二
つ
の
問
題
提
起
を
す
る
。



第一次大戦期アメリカの産業動員（布施）

鉄
道
は
、
現
在
の
設
備
で
な
し
う
る
輸
送
量
の
限
界
ま
で
到
達
し
そ
う
な
の
か
。
限
界
に
も
し
達
し
そ
う
な
ら
、
輸
送
量
の
制
限
や
輸
送
能
力

の
向
上
の
た
め
に
ど
ん
な
手
段
が
必
要
か
。
前
者
の
問
い
に
対
し
限
界
寸
前
だ
と
認
め
た
こ
の
社
説
は
、
後
者
が
問
う
た
改
善
手
段
と
し
て
、

反
ト
ラ
ス
ト
系
諸
法
の
全
廃
を
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
法
が
、
輸
送
能
力
向
上
の
た
め
、
鉄
道
を
全
国
的
な
単
一
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
営
す

る
民
間
の
努
力
を
妨
げ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
～
方
、
輸
送
量
の
制
限
に
は
悲
観
的
な
こ
の
社
説
は
、
運
賃
引
き
上
げ
に
よ
る
設
備
改
良
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

政
府
に
よ
る
惜
し
み
な
い
資
金
貸
付
な
ど
も
望
ま
し
い
、
と
指
摘
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
立
論
か
ら
す
れ
ば
、
「
経
営
の
完
全
な
自
由
化
」
（
前

述
）
が
理
想
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
運
賃
規
制
の
緩
和
や
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
廃
止
と
い
っ
た
産
業
側
の
要
求
は
、
す
ぐ
に
達
成
さ
れ
そ
う
に
も
な
か
っ
た
。
一

二
月
初
頭
に
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
が
他
の
要
求
と
～
緒
に
な
っ
て
、
緊
急
事
態
の
救
済
計
画
と
し
て
経
営
陣
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
提
出
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
が
。
し
か
も
彼
ら
が
危
惧
し
た
と
お
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
鉄
道
労
働
組
合
の
幹
部
た
ち
が
賃
上
げ
に
つ
き
協
議
し
た
二

月
二
二
日
の
会
議
で
も
、
経
営
陣
に
と
っ
て
満
足
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
複
数
の
労
組
の
幹
部
ら
が
、
今
後
の
賃
上
げ
要
求
の
際
、
ス

ト
の
行
使
を
避
け
る
と
は
約
束
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ハ
リ
ソ
ン
R
W
B
委
員
長
は
み
ず
か
ら
、
前
述
の
よ
う
な
弱
音
を
吐
く
こ

と
に
な
っ
た
。
公
共
の
利
益
の
た
め
に
は
鉄
道
を
、
ス
ト
を
止
め
る
手
段
も
な
い
民
間
企
業
の
下
よ
り
も
、
大
統
領
の
手
中
に
委
ね
る
（
連
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

統
制
下
に
お
く
）
べ
き
だ
、
と
。
＝
月
末
の
こ
の
発
言
が
唯
一
、
産
業
側
か
ら
示
さ
れ
た
「
鉄
道
国
営
化
」
容
認
論
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
2
節
　
副
社
長
委
員
会
と
産
業
の
自
発
性
の
再
興

　
ハ
リ
ソ
ン
が
「
鉄
道
国
営
化
」
の
容
認
を
も
ら
し
た
＝
月
末
に
は
、
彼
自
身
が
委
員
長
を
勤
め
る
R
W
B
の
内
部
で
、
彼
自
身
の
態
度
と

は
正
反
対
の
、
重
大
な
組
織
変
革
が
試
み
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
R
W
B
に
よ
っ
て
＝
月
二
四
日
に
新
設
さ
れ
た
副
社
長
委
員
会
で

あ
る
。
五
日
前
か
ら
R
W
B
が
政
府
当
局
と
協
議
し
続
け
た
結
果
設
置
さ
れ
た
こ
の
委
員
会
は
、
R
W
B
が
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
「
革
命

的
な
」
手
段
を
採
る
場
合
、
そ
の
成
否
が
か
か
る
重
要
な
役
割
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
同
委
員
会
は
、
R
W
B
が
シ
カ
ゴ
以
東
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の
諸
鉄
道
の
設
備
を
す
べ
て
プ
ー
ル
す
る
よ
う
指
導
し
た
後
、
そ
れ
ら
の
鉄
道
を
単
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
「
革
命
的
な
」
手
段
を
採
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
二
四
日
の
会
議
に
列
席
し
た
行
政
機
関
の
代
表
た
ち
、
ガ
ー
フ

ィ
ー
ル
ド
（
霞
霞
《
｝
O
p
懸
Φ
一
飾
）
燃
料
庁
長
官
や
ハ
ー
レ
ー
（
臣
惹
賎
ズ
・
国
巨
2
）
海
運
局
長
、
ロ
ヴ
エ
ッ
ト
輸
送
優
先
監
督
、
ク
ラ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（
臣
σ
q
鷲
国
Ω
輿
搾
）
I
C
C
委
員
ら
も
R
W
B
に
同
意
し
た
。
な
お
、
副
社
長
委
員
会
を
検
討
し
た
先
行
研
究
は
ま
っ
た
く
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
副
社
長
委
員
会
（
O
。
ヨ
段
9
①
o
｛
≦
8
1
℃
冨
ω
凱
雪
β
C
V
P
と
略
称
）
の
具
体
的
な
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
年
末
ま
で
の
R
A
G
で
毎
号

必
ず
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
～
部
を
こ
こ
で
見
て
み
よ
う
。

　
＝
月
二
四
日
に
は
早
速
、
東
部
諸
鉄
道
の
無
蓋
車
両
が
す
べ
て
プ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
R
W
B
所
属
の
車
両
サ
ー

ビ
ス
委
員
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
カ
ゴ
以
西
の
鉄
道
か
ら
東
へ
、
…
機
関
車
や
工
作
機
械
な
ど
の
設
備
が
移
さ
れ
る
予
定

も
あ
っ
た
。
同
時
期
に
C
V
P
は
、
政
府
に
よ
る
大
量
の
輸
送
優
先
注
文
を
減
ら
す
よ
う
、
ロ
ヴ
ェ
ッ
ト
に
勧
告
す
べ
き
だ
と
R
W
B
に
報
告

す
る
。
ま
た
C
V
P
の
別
の
報
告
に
よ
り
、
R
W
B
は
燃
料
庁
に
対
し
て
も
次
の
よ
う
に
要
請
し
た
。
車
両
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
燃
料
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
市
場
に
石
炭
を
供
給
す
る
場
合
、
至
近
の
炭
坑
か
ら
に
し
て
欲
し
い
、
と
。

　
こ
の
直
後
の
＝
月
二
八
日
に
は
、
C
V
P
自
体
が
三
つ
の
命
令
を
初
め
て
出
し
た
。
大
西
洋
岸
に
達
す
る
鉄
道
は
、
輸
出
用
の
鉄
製
品
の

積
み
込
み
を
禁
止
す
る
こ
と
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
経
由
の
貨
物
輸
送
を
東
西
だ
け
で
な
く
、
南
北
の
方
向
に
も
分
散
す
る
こ
と
。
長
距
離
列
車
の

運
行
は
止
め
て
、
貨
物
輸
送
能
力
を
温
存
す
る
こ
と
。
い
ず
れ
の
命
令
も
貨
物
輸
送
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
い
た
。
特
に
最
初
の
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

大
西
洋
岸
の
諸
港
に
大
量
の
鉄
製
品
が
す
で
に
貯
蔵
さ
れ
、
海
外
輸
送
の
た
め
鉄
道
設
備
を
使
う
余
裕
が
ま
っ
た
く
な
い
状
況
を
考
え
れ
ば
、

し
ご
く
妥
当
な
命
令
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
実
務
を
担
う
支
部
を
組
織
化
す
る
点
で
も
、
C
V
P
の
活
動
は
早
か
っ
た
。
一
一
月
末
か
ら
C
V
P
は
、
東
部
の
主
要
な
一
四
都

市
に
小
委
員
会
を
設
置
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
小
委
員
会
の
委
員
長
に
は
、
各
市
に
近
い
鉄
道
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
た
ち
が
任
命
さ
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れ
た
。
彼
ら
に
は
、
担
当
地
の
交
通
状
況
を
毎
日
正
午
に
C
V
P
へ
電
信
で
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
加
え
て
各
々
の
小
委
員
会

に
は
、
各
地
の
輸
送
状
況
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
だ
け
で
な
く
、
渋
滞
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
迅
速
な
緩
和
も
試
み
る
よ
う
指
示

　
　
　
　
⑩

が
出
さ
れ
た
。
最
後
の
指
示
に
は
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
近
郊
で
成
功
し
始
め
た
と
R
W
B
へ
伝
え
た
渋
滞
緩
和
を
、
東
部
全
域
に
広
げ
た
い
C
V

P
の
意
欲
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
C
V
P
の
創
設
と
そ
の
活
動
に
刺
激
さ
れ
た
の
か
、
当
時
の
記
事
に
は
「
経
営
の
完
全
な
自
由
化
」
を
再
び
要
求
す
る
よ
う

な
論
調
が
目
立
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
一
二
月
七
日
号
の
社
説
、
「
政
府
が
な
す
べ
き
二
つ
の
事
柄
」
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
系
諸
法
の
廃
止
を
再

び
強
く
主
張
し
た
。
こ
の
法
律
廃
止
論
で
は
、
C
V
P
を
含
む
R
W
B
の
最
近
の
活
動
、
特
に
鉄
道
設
備
を
プ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
通
商
規
制

法
反
プ
ー
リ
ン
グ
項
目
違
反
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
が
ま
ず
紹
介
さ
れ
る
。
主
に
新
聞
で
表
明
さ
れ
た
こ
の
疑
問
に
対
し
、
ハ
リ
ソ
ン
自

身
が
次
の
よ
う
に
R
W
B
を
弁
護
し
た
。
同
項
目
の
禁
止
対
象
に
は
輸
送
や
収
益
の
プ
ー
ル
が
あ
る
が
、
物
理
的
な
設
備
の
そ
れ
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
最
近
の
R
W
B
の
活
動
は
非
合
法
で
は
な
い
、
と
。
先
月
末
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
強
気
な
態
度
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ハ
リ
ソ
ン
に
よ
る
R
W
B
の
弁
護
を
載
せ
た
後
、
こ
の
社
説
は
、
現
行
の
反
ト
ラ
ス
ト
諸
法
の
存
在
自
体
を
時
代
錯
誤
で
無
意
味
だ
と
い
う

よ
う
に
論
じ
た
。
元
来
、
前
世
紀
末
に
成
立
し
た
シ
ャ
ー
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
、
不
当
に
高
い
運
賃
を
設
定
す
る
鉄
道
ト
ラ
ス
ト
に
抵
抗
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
同
法
制
定
後
、
単
一
の
割
高
運
賃
を
設
定
で
き
る
よ
う
な
鉄
道
ト
ラ
ス
ト
は
存
在
し
な
い
。
ゆ
え
に
現

在
の
同
法
の
効
果
は
、
競
争
の
強
化
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
効
果
も
、
鉄
道
相
互
の
協
力
を
阻
み
、
現
在
の
危
機
的
状
況
を
悪
化
さ
せ
る

だ
け
だ
。
そ
れ
ゆ
え
同
法
に
は
も
う
存
在
意
義
が
な
い
、
と
。

　
こ
の
社
説
が
主
張
し
た
も
う
一
つ
の
「
事
柄
」
は
、
渋
滞
の
主
な
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
政
府
に
よ
る
輸
送
優
先
注
文
の
濫
発
を
防
ぐ

こ
と
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
ロ
ヴ
ェ
ッ
ト
輸
送
優
先
監
督
は
、
省
営
の
調
整
に
失
敗
し
、
優
先
注
文
の
濫
発
を
招
き
続
け
て
き
た
。
そ
こ
で
彼
の

代
わ
り
に
、
優
先
注
文
の
順
序
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
な
強
力
な
権
限
を
も
つ
運
送
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
政
府
が
任
命
す
べ
き
だ
、
と
さ
れ
た
の
で

　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
る
。
こ
の
主
張
は
そ
の
後
も
R
A
G
で
よ
く
見
ら
れ
る
ほ
ど
、
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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一
方
、
C
V
P
の
創
設
は
、
そ
れ
が
「
鉄
道
国
営
化
」
を
不
要
と
す
る
ほ
ど
有
効
か
否
か
に
つ
い
て
の
議
論
も
ひ
き
お
こ
し
た
。
一
二
月
四

日
に
取
材
さ
れ
、
七
日
号
に
載
っ
た
記
事
、
「
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
見
た
鉄
道
問
題
」
に
よ
る
と
、
経
営
陣
は
（
C
V
P
等
）
最
近
の
R
W
B
の
計

画
で
、
政
府
へ
の
奉
仕
を
「
国
営
化
」
時
と
同
様
に
行
い
う
る
と
表
明
し
て
き
た
。
内
閣
で
も
鉄
道
接
収
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
が
、

産
業
側
が
輸
送
問
題
を
自
力
で
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
、
鉄
道
に
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
支
配
的
で
あ
っ

⑬た
。
つ
ま
り
、
「
国
営
化
」
が
絶
対
必
要
だ
と
見
ら
れ
る
ほ
ど
C
V
P
の
活
動
が
無
意
味
だ
と
は
誰
に
も
考
え
ら
れ
ず
、
結
局
、
政
府
は
静
観

し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
R
W
B
や
C
V
P
に
と
っ
て
好
都
合
な
以
上
の
よ
う
な
議
論
の
展
開
は
、
す
ぐ
に
脅
か
さ
れ
た
。
前
述
の
I
C
C
特
別
報

告
が
一
二
月
五
日
に
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
重
複
を
避
け
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
に
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
次
の
こ
と

は
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
C
V
P
の
創
設
が
遅
す
ぎ
た
と
惜
し
み
な
が
ら
「
国
営
化
」
を
強
く
求
め
た
マ
ッ
コ
ー
ド
委
員
は
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
付
随
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
鉄
道
に
対
す
る
多
様
な
行
政
機
関
の
権
限
の
統
一
を
あ
げ
て
い
た
。
も
し
こ
れ
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
産
業
側
が

何
度
要
求
し
て
も
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
輸
送
優
先
注
文
の
整
理
も
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
国
営
化
」
に
は
、
「
経
営
の
完
全
な
自

由
化
」
が
た
と
え
理
想
的
に
実
現
し
て
も
解
決
が
難
し
い
問
題
を
解
消
し
う
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
産
業
側
は
窮

地
に
立
た
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
マ
ッ
コ
ー
ド
の
強
硬
な
議
論
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
「
鉄
道
国
営
化
」
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
採
択
さ
れ
そ
う
な
徴
候
が
出
て
き
た
。
そ
れ
に
抗

し
、
「
国
営
化
」
に
批
判
的
な
議
論
が
な
お
続
い
て
ゆ
く
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
R
A
G
の
一
二
月
一
四
日
号
の
社
説
、
「
さ
し
せ
ま
る
政

府
の
鉄
道
統
制
」
で
あ
っ
た
。
同
社
説
は
、
C
V
P
の
活
動
を
含
む
R
W
B
の
実
績
や
反
ト
ラ
ス
ト
法
廃
止
の
必
要
性
な
ど
に
言
及
し
た
後
、

次
の
二
つ
の
問
い
を
論
じ
て
ゆ
く
。
な
ぜ
R
W
B
を
除
い
て
、
鉄
道
を
「
国
営
化
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
鉄
道
が
「
国
営
化
」
さ
れ
る
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

果
、
何
が
得
ら
れ
る
の
か
。

　
前
者
の
問
い
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
見
通
し
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
支
配
的
で
あ
っ
た
。
鉄
道
が
民
間
運
営
下
に
あ
る
限
り
、
議
会
は
反
ト
ラ
ス
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ト
法
の
中
止
を
拒
む
だ
ろ
う
し
、
鉄
道
に
ロ
ー
ン
そ
の
他
の
保
証
を
与
え
る
法
律
も
制
定
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
政
府
は
議
会
に
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
任
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
鉄
道
運
営
の
統
制
を
ひ
き
う
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ
の
よ
う
な
議
論
に
対
し
、
次
の
疑
問
が
出
て
く
る
。
で

は
議
会
は
な
ぜ
、
民
間
運
営
の
場
合
だ
け
、
法
律
の
中
止
や
財
政
援
助
を
拒
む
の
か
。
こ
こ
数
日
間
の
首
都
に
お
け
る
R
A
G
の
取
材
に
よ
る

と
、
「
政
治
（
的
配
慮
）
」
と
い
う
答
え
が
多
か
っ
た
。
民
間
企
業
に
政
府
の
援
助
を
与
え
る
こ
と
は
、
当
時
の
議
会
に
と
っ
て
と
に
か
く
望
ま

し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
国
営
化
」
必
要
論
に
不
満
を
抱
い
た
の
か
、
こ
の
社
説
は
そ
の
結
果
に
つ
い
て
否
定
的
な
予
測
を
特
筆
し
た
。
鉄
道
が
「
国
営

化
」
さ
れ
る
と
、
鉄
道
利
用
効
率
が
今
ま
で
よ
り
ひ
ど
く
落
ち
こ
む
危
険
性
が
大
き
い
。
政
府
の
登
場
で
、
鉄
道
職
員
が
「
我
々
は
失
敗
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
」
と
か
「
政
府
に
信
用
さ
れ
て
な
い
の
だ
」
と
考
え
て
失
望
し
、
士
気
や
労
働
意
欲
を
損
ね
る
だ
ろ
う
か
ら
。
こ
う
し
た
危
険

な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
。
政
府
の
鉄
道
管
理
官
に
有
名
な
民
間
の
鉄
道
役
員
を
任
命
す
る
か
、

そ
う
で
な
い
管
理
官
な
ら
R
W
B
に
鉄
道
運
営
の
実
権
を
残
す
か
、
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
予
測
と
提
案
か
ら
、
畏
間
運
営
の
実
質
的
な
継

続
が
い
か
に
強
く
望
ま
れ
て
い
た
か
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
と
ら
れ
よ
う
。

　
た
だ
し
民
間
産
業
に
と
っ
て
残
念
な
こ
と
に
、
C
V
P
の
権
限
は
ま
だ
、
他
の
行
政
機
関
の
活
動
を
す
べ
て
管
理
で
き
る
ほ
ど
包
括
的
な
も

の
に
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
食
糧
庁
輸
送
部
門
は
、
連
合
圏
へ
の
輸
出
用
食
糧
を
南
部
諸
港
か
ら
運
び
出
す
準
備
を
独
自
に
行
っ

た
。
一
方
、
在
米
の
連
合
国
交
通
委
員
は
、
シ
カ
ゴ
以
西
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
小
麦
を
す
べ
て
メ
キ
シ
コ
湾
岸
か
ら
運
び
出
し
、
一
〇
万
ト
ン

分
の
鉄
鋼
等
を
南
部
諸
港
に
集
め
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
つ
ま
り
、
一
二
月
中
頃
で
も
統
～
的
な
計
画
は
ま
だ
採
用
さ
れ
ず
、
多
様
な
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

機
関
が
個
別
に
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
囚
g
N
帥
囚
餌
貫
寿
§
誤
誉
、
い
凡
腎
ミ
、
貫
塔
彦
山
三
。
ジ
客
畷
や
ピ
。
巳
。
只

　
幻
■
幻
．
し
d
o
ミ
騨
2
0
0
目
唱
磐
ざ
一
⑩
Q
。
N
や
。
。
刈
ω
9
た
と
え
ば
、
R
A
G
の
継
続
前
誌

　
は
菊
毘
δ
巴
〉
σ
Q
曾
O
器
㊦
酔
冨
と
い
う
名
称
で
あ
り
、
継
続
後
誌
は
力
巴
穿
醸

　
〉
σ
q
Φ
と
い
う
名
で
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
研
究
者
、
ゴ
ド
フ
リ
ー
も
R
A

　
G
を
一
部
参
照
し
て
い
た
。

②
国
■
〉
’
ω
ぎ
ヨ
書
ρ
沁
ミ
ぎ
亀
毎
題
O
鶏
恥
§
く
。
ド
①
ら
。
堕
甥
。
」
。
。
甲
堵
ド
ω
圃
ヨ
．
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ヨ
。
ロ
曾
ご
d
o
碧
匹
ヨ
碧
℃
¢
げ
‘
一
〇
一
刈
も
．
Q
。
O
O
。
．
（
以
下
、
脚
注
で
も
同
誌
を
R
A
G

　
と
略
称
す
る
）
カ
》
O
．
＜
o
一
．
①
ρ
賭
。
．
一
P
O
．
c
。
ω
野

③
幻
》
O
「
＜
。
囮
咀
①
ω
皇
。
．
b
。
封
署
り
6
－
8
ピ

④
囚
㊦
員
§
ミ
も
・
呂
9
他
の
要
求
と
は
、
新
し
い
貨
軍
の
生
産
優
先
命
令
を

　
得
る
こ
と
や
、
一
人
の
連
邦
運
送
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
任
命
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ

　
つ
た
。
後
者
の
要
求
は
R
A
G
で
も
見
ら
れ
る
。

⑤
幻
〉
○
■
＜
。
回
①
ρ
瓢
ρ
鎗
も
．
鎗
メ
「
大
統
領
に
と
っ
て
の
大
仕
事
」
と
い
う

　
社
説
に
よ
る
。

⑥
幻
〉
○
■
＜
。
囲
①
ρ
犠
9
認
も
■
O
リ
ピ
ニ
月
三
〇
日
号
の
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員

　
の
記
事
に
よ
る
。

⑦
幻
》
P
＜
。
ド
0
ω
－
累
。
』
N
や
⑩
刈
G
。
｛
．
＝
月
三
〇
日
号
の
記
事
、
「
プ
ー
ル
さ

　
れ
、
副
社
長
委
員
会
の
下
で
運
営
さ
れ
る
べ
き
東
部
の
諸
鉄
道
一
渋
滞
を
軽
減

　
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
革
命
的
な
手
段
」
に
よ
る
。
同
委
員
会
の
本
部
は
ピ
ッ

　
ツ
バ
ー
グ
に
置
か
れ
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
（
委
員
長
）

　
ト
ン
プ
ソ
ン
（
》
．
ぐ
く
．
↓
7
0
田
噂
ω
O
口
）
B
＆
0
鉄
道
会
社
副
社
長
、
ウ
ェ
ス
タ
ン

　
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
社
長
グ
レ
イ
（
O
．
幻
’
O
目
P
《
）
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
＆
レ
デ

　
ィ
ン
グ
社
社
長
ダ
イ
ス
（
》
・
同
■
U
一
〇
Φ
）
、
N
Y
セ
ン
ト
ラ
ル
社
調
社
長
ク
ロ
ー

　
リ
ー
（
℃
．
国
．
O
「
O
≦
一
Φ
《
）
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
社
東
部
副
社
長
リ
ー
（
匿
ぴ
訂

　
U
Φ
①
）
、
同
社
西
部
副
社
長
ペ
ッ
ク
（
○
．
い
’
℃
Φ
O
犀
）
、
エ
リ
…
社
副
社
長
ス
ト
ー

　
ン
（
》
9
h
「
．
ω
け
O
P
Φ
）
の
計
七
名
で
あ
る
。

⑧
幻
〉
ρ
く
。
「
①
ω
』
。
．
b
。
卜
。
も
．
り
刈
ω
．

⑨
国
》
O
．
＜
。
ド
①
ω
▼
窯
ρ
卜
⊃
G
。
も
」
O
b
。
ω
．
＝
～
月
七
日
号
の
記
事
、
門
東
部
運
営

　
委
員
会
（
注
、
副
社
長
委
員
会
の
別
称
）
が
最
初
の
命
令
を
出
す
」
に
よ
る
。

⑩
幻
》
O
・
＜
。
ド
①
ρ
客
ρ
潔
も
」
O
刈
b
。
．
一
二
月
一
四
日
号
の
記
事
、
「
進
歩
す

　
る
東
部
運
営
委
員
会
」
に
よ
る
。
C
V
P
の
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
一
四
都
市

　
と
は
、
ボ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
、

　
カ
ン
パ
…
ラ
ン
ド
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
デ

　
ト
ロ
イ
ト
、
シ
カ
ゴ
、
コ
ロ
ン
バ
ス
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
、

　
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
あ
る
。

⑪
円
》
O
’
＜
9
①
G
。
り
窯
ρ
器
も
』
O
お
■
な
お
こ
の
社
説
は
、
I
C
C
特
別
報
告

　
の
入
手
前
に
審
か
れ
た
。

⑫
た
と
え
ば
、
円
＞
O
．
＜
。
ド
①
。
。
セ
。
』
♪
唱
」
O
誤
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑬
幻
》
O
■
く
。
ド
①
。
。
讐
客
ρ
b
⊃
ω
も
」
O
鷲
’

⑭
夘
》
O
■
く
。
ド
①
。
。
甲
賭
P
濾
も
．
δ
お
h
■
一
二
月
一
四
日
号
の
記
事
、
「
マ
ッ

　
コ
ー
ド
委
員
は
統
合
さ
れ
た
政
府
の
統
制
を
主
張
す
る
」
に
よ
る
。

⑮
菊
諺
P
＜
。
ド
①
ω
転
ρ
漣
も
ワ
｝
8
卜
。
山
8
膳
．

⑱
た
だ
し
、
物
資
購
入
に
関
す
る
ク
レ
イ
ト
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
規
定
（
第
一
〇

　
セ
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
一
九
一
四
年
の
同
法
制
定
後
、
適
用
を
何
度
も
延
期
さ
れ
た
。

　
カ
＞
Q
＜
O
一
．
①
ω
▼
オ
O
．
卜
σ
♪
P
δ
o
。
①
を
参
照
。

⑰
幻
》
ρ
＜
。
囲
①
ω
皇
。
．
鳴
麻
も
」
O
。
。
伊
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
大
戦
参
戦
か
ら
約
半
年
後
に
鉄
道
産
業
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
経
緯
と
、
そ
の
状
況
に
関
す
る
政
界
と
産
業
界
、
両
者
の
議

論
を
検
討
し
て
き
た
。
一
九
一
七
年
冬
季
の
鉄
道
産
業
は
、
各
種
の
行
政
機
関
が
濫
発
し
た
輸
送
優
先
注
文
や
、
I
C
C
に
よ
る
戦
前
か
ら
の
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運
賃
規
制
、
労
働
組
合
の
賃
上
げ
要
求
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
運
営
統
合
の
禁
止
な
ど
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
運
営

阻
害
要
因
は
結
局
、
一
つ
も
完
全
に
は
解
消
さ
れ
ず
、
年
末
ま
で
す
べ
て
残
っ
た
。
そ
の
た
め
当
時
の
鉄
道
産
業
は
、
R
W
B
に
よ
る
懸
命
の

運
営
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
崩
壊
に
瀕
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
直
面
し
た
産
業
界
で
は
、
こ
れ
ら
の
阻
害
要
因
を
な
る
べ
く
解
消
し
、
「
経
営
の
完
全
な
自
由
化
」
を
理
想
と
す
る
よ
う

な
議
論
が
、
一
～
月
か
ら
年
末
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
続
け
ら
れ
た
。
一
一
月
末
か
ら
は
R
W
B
も
C
V
P
を
新
設
し
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
抜
け

穴
を
利
用
し
つ
つ
、
危
機
的
状
況
の
打
開
を
試
み
る
。
し
か
し
状
況
が
な
か
な
か
好
転
し
な
い
た
め
、
「
鉄
道
国
営
化
」
論
が
一
二
月
初
頭
か

ら
政
界
で
台
頭
し
て
き
た
。
そ
の
代
表
が
、
1
C
C
の
マ
ッ
コ
ー
ド
や
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
財
務
長
官
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
輸
送
優
先
注
文
の
濫
発

防
止
の
可
能
性
と
い
っ
た
利
点
も
示
し
な
が
ら
、
「
国
営
化
」
を
強
く
推
奨
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
「
圏
点
化
」
に
跨
尊
し
て
い
た
ウ
ィ

ル
ソ
ン
も
次
第
に
説
得
さ
れ
、
最
終
的
に
は
鉄
道
経
営
陣
に
「
国
営
化
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
を
説
く
ほ
ど
に
な
っ
た
。
そ
の
利
点
と
は
、
産

業
を
最
も
よ
く
統
合
で
き
る
こ
と
や
、
運
行
や
運
賃
の
問
題
を
解
決
で
き
る
こ
と
、
州
規
制
委
員
会
の
干
渉
を
防
げ
る
こ
と
、
労
働
者
の
忠
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
協
力
を
得
や
す
い
こ
と
、
企
業
の
収
入
を
保
証
で
き
る
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
う
し
た
心
境
の
変
化
を
経
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
鉄
道
庁
創
設
の

公
式
声
明
を
年
宋
に
よ
う
や
く
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
＝
百
二
六
日
発
表
の
こ
の
公
式
声
明
は
、
二
日
後
の
鉄
道
庁
創
設
と
と
も
に
、
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
財
務
長
官
を
鉄
道
庁
長
宮
に
任
命
す
る
こ

と
（
兼
任
）
を
決
め
て
い
た
。
こ
の
決
定
だ
け
を
見
れ
ば
、
政
府
の
鉄
道
管
理
官
に
は
せ
め
て
有
名
な
民
間
の
鉄
道
役
員
を
任
命
し
て
欲
し
い
、

と
い
っ
た
産
業
界
の
要
請
が
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
鉄
道
国
営
化
」
は
、
産
業
界
の
議
論
を
ま
っ
た
く
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

映
し
な
い
国
家
統
綱
主
義
的
な
結
末
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
実
際
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
研
究
者
も
い
る
。

　
し
か
し
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
崩
壊
寸
前
の
鉄
道
網
や
強
硬
な
「
国
営
化
」
推
奨
論
に
接
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
伴
う
人
事
や
財
政
、
法
的
な
諸
問

題
に
悩
み
続
け
、
か
な
り
長
い
間
た
め
ら
っ
た
。
前
述
の
公
式
声
明
と
同
じ
日
に
出
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
短
い
説
明
文
に
お
い
て
す
ら
、
C

V
P
を
含
め
た
R
W
B
が
政
府
に
協
力
す
る
上
で
、
愛
国
的
な
熱
心
さ
を
も
っ
て
可
能
な
こ
と
を
す
べ
て
し
て
く
れ
た
、
と
賞
賛
さ
れ
て
い
た
91　（329）



　
　
　
　
③

ほ
ど
で
あ
る
。
一
方
、
産
業
界
の
要
求
も
次
第
に
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
も
そ
も
年
末
の
公
式
声
明
で
、
諸
鉄
道
は
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
の
命
令
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
い
場
合
に
の
み
、
既
存
の
法
律
や
I
C
C
の
命
令
等
に
従
い
続
け
る
も
の
だ
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
彼
の
命
令
が
あ
り
さ
え
ず
れ
ば
、
こ
れ
ら

既
存
の
法
に
鉄
道
が
従
う
義
務
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
長
年
悩
み
の
種
と
な
っ
て
き
た
I
C
C
の
運
賃
規
制
や
反
ト
ラ
ス
ト
諸
法
か
ら
、

鉄
道
が
解
放
さ
れ
る
可
能
性
が
こ
う
し
て
生
れ
た
。

　
ま
た
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
鉄
道
庁
長
官
は
、
陸
軍
省
や
そ
の
他
の
戦
時
行
政
機
関
に
鉄
道
庁
の
職
員
を
配
置
し
て
、
こ
れ
ら
諸
機
関
の
プ
ラ
イ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

リ
テ
ィ
ー
を
覆
し
た
。
こ
う
し
た
彼
の
強
引
な
手
法
に
よ
り
、
最
も
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
輸
送
優
先
注
文
の
濫
発
も
防
が
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
九
一
八
年
三
月
の
連
邦
統
制
法
で
は
鉄
道
庁
に
対
し
五
億
ド
ル
も
の
予
算
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
財
政
問
題
も
解
決
に
近
づ
い
て
ゆ
く
。
そ

し
て
鉄
道
庁
そ
の
も
の
も
、
民
問
運
営
時
の
人
材
を
職
員
と
し
て
採
用
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
R
W
B
の
ホ
ー
ル
デ
ン
は
鉄
道
庁
の
地
方
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

織
（
中
西
部
）
に
、
C
V
P
の
グ
レ
イ
は
鉄
道
庁
本
庁
の
輸
送
部
門
に
、
共
に
部
長
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
次
の
よ
う
に
言
え
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
計
四
〇
万
マ
イ
ル
以
上
も
の
全
米
の
鉄
道
を
統
制
し
、
運
営
す
る
鉄
道

庁
は
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
重
視
し
て
、
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
が
示
し
た
「
（
国
家
の
）
強
制
」
と
い
う
要
素
を
見
出
す
の
は
早

計
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
統
領
自
身
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
憂
え
て
、
「
国
営
化
」
を
な
か
な
か
認
め
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
む
し
ろ
、
ア
イ
ス
ナ
ー
の
議
論
を
使
う
方
が
状
況
を
上
手
く
説
明
で
き
る
。
確
か
に
、
全
米
の
鉄
道
を
運
営
す
る
権
限
は
、
R
W
B
か
ら
鉄

道
庁
に
移
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
鉄
道
庁
が
試
み
た
り
実
施
し
た
り
し
た
こ
と
は
、
R
W
B
が
そ
れ
ま
で
求
め
て
き
た
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
I
C
C
に
よ
る
運
賃
規
制
や
反
ト
ラ
ス
ト
諸
法
か
ら
解
放
さ
れ
る
可
能
性
、
お
よ
び
輸
送
優
先
注
文
の
濫
発
防
止
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
う
し
た
活
動
を
行
っ
た
鉄
道
庁
の
職
員
に
は
、
活
動
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
長
官
が
自
ら
、
元
R
W
B
系
列
の
人

材
を
数
多
く
任
命
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
こ
と
に
す
る
。
結
果
的
に
、
鉄
道
の
統
合
運
営
に
必
要
な
「
名
目
」
は
鉄
道
庁
が
、
統
合
運

営
手
段
の
指
摘
と
実
行
と
い
う
「
実
質
」
は
R
W
B
（
メ
ン
バ
ー
）
が
、
分
担
し
た
よ
う
に
見
え
た
。
し
た
が
っ
て
「
鉄
道
国
営
化
」
は
、
国
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第一次大戦期アメリカの産業動員（布施）

家
（
鉄
道
庁
）
と
民
間
（
R
W
B
）
の
両
者
が
、
各
々
の
至
ら
な
い
点
を
互
い
に
自
発
的
に
「
埋
め
あ
わ
せ
た
」
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
こ
の
結
論
、
国
家
と
民
間
の
両
者
に
よ
る
「
自
発
的
協
力
の
根
互
補
償
」
は
、
鉄
道
に
関
す
る
限
り
、
少
な
く
と
も
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

期
ま
で
続
い
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
～
次
大
戦
当
時
の
鉄
道
庁
は
、
戦
時
中
の
交
逓
渋
滞
の
軽
減
や
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
合
理
化
な
ど
で
高

く
評
価
さ
れ
た
。
初
代
鉄
道
庁
長
官
の
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
は
、
戦
後
も
鉄
道
産
業
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
一
九
二
四
年
ま
で
の
五
年
間
、
鉄
道
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
活
動
を
延
ば
す
こ
と
を
求
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
趨
勢
に
便
乗
し
た
鉄
道
国
有
化
三
号
（
プ
ラ
ム
・
プ
ラ
ン
）
が
労
働
組
合
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
提
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
計
画
は
鉄
道
を
ソ
ビ
エ
ト
型
に
し
ょ
う
と
す
る
露
骨
な
計
画
経
済
だ
と
い
う
よ
う
に
酷
評
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大

戦
期
の
鉄
道
庁
は
一
九
二
〇
年
の
輸
送
法
で
廃
止
さ
れ
、
鉄
道
は
民
間
の
所
有
者
に
返
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
第
二
次
大
戦
期
の
連
邦
政
府
は
、
民
間
鉄
道
の
接
収
や
運
営
を
そ
も
そ
も
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
あ
げ

ら
れ
る
。
戦
問
期
の
鉄
道
産
業
は
、
戦
時
中
の
輸
送
危
機
の
経
験
か
ら
、
自
ら
の
調
整
機
関
を
発
展
さ
せ
て
陸
軍
当
局
と
協
力
し
始
め
た
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

方
、
政
府
は
一
九
三
三
年
の
非
常
時
鉄
道
輸
送
法
で
、
産
業
側
の
自
発
的
な
協
力
を
地
域
ご
と
に
調
整
す
る
柔
軟
な
枠
組
を
提
供
し
た
。
こ
れ

ら
戦
問
期
の
活
動
を
「
自
発
的
協
力
の
相
互
補
償
」
と
捉
え
る
こ
と
は
、
そ
う
的
外
れ
で
は
な
か
ろ
う
。

　
た
だ
し
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
、
「
第
一
次
大
戦
期
ア
メ
リ
カ
の
産
業
動
員
」
に
関
す
る
事
例
研
究
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
の
結
論
も
、

早
急
な
一
般
化
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
実
証
研
究
が
、
今
後
も
蓄
積
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
す
る
ば
か
り
で

あ
る
。①

囲
①
芦
愚
■
韓
衣
や
綬
P
カ
…
は
こ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
説
得
を
、
＝
一
旦
二

　
日
付
で
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
会
社
社
長
リ
ー
が
ウ
ィ
ラ
ー
ド
B
＆
0
社
社
長

　
に
送
っ
た
書
簡
等
に
基
い
て
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ィ
ル
ソ
ン

　
の
心
境
の
変
化
は
、
議
会
休
会
後
に
生
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
鰻
登
鼻
血
ミ
も
■
ざ
h
ア
イ
ス
ナ
ー
は
鉄
道
庁
を
、
ほ
か
の
さ
ま
ざ
ま
な

　
戦
時
行
政
機
関
よ
り
も
国
家
統
制
主
義
的
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
彼
に
よ
る

　
と
、
W
I
B
や
食
糧
庁
は
、
複
数
の
多
様
な
業
界
団
体
を
統
合
す
る
た
め
、
鉄
道

　
庁
よ
り
も
分
権
的
な
構
造
を
採
用
し
て
い
た
。

③
O
。
隼
①
ざ
号
ら
蝕
ワ
お
｛
と
≦
．
U
■
国
ぎ
㊦
ρ
き
・
ミ
篭
遷
ミ
》
ミ
鴨
ミ
§

　
沁
鼠
㌣
暑
要
人
Φ
≦
国
餌
＜
①
目
団
鋤
①
¢
℃
し
り
5
⊃
Q
。
も
．
吋
蒔
G
Q
を
参
照
。

④
幻
〉
○
．
＜
。
ド
①
ρ
累
。
』
9
で
」
一
ざ
晩
や
U
冒
ぎ
§
§
”
唱
．
も
。
①
O
｛
を
参
照
。

⑤
ω
。
冨
｛
｛
Φ
r
9
ミ
も
．
鵯
｛
■
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⑥
第
2
章
注
⑭
の
後
半
部
分
を
参
照
。

⑦
国
ぎ
㊦
P
§
鼠
計
署
．
悼
μ
謹
G
。
｛
”
卜
。
お
’
著
者
の
ハ
イ
ン
ズ
（
≦
勉
野
曾
U
．

　
国
ぎ
①
ω
）
は
一
九
一
八
年
当
時
の
鉄
道
偉
烈
長
官
で
、
後
に
二
代
目
鉄
道
庁
長
官

　
と
な
る
。
ホ
ー
ル
デ
ン
と
グ
レ
イ
の
地
位
が
「
国
営
化
」
前
後
で
逆
転
す
る
と
こ

　
ろ
が
興
味
深
い
。
な
お
、
鉄
道
庁
に
雇
わ
れ
た
R
W
B
時
代
の
人
材
は
、
彼
ら
以

　
外
に
も
多
か
っ
た
。
～
九
～
八
年
六
月
以
降
に
全
国
を
七
つ
（
東
部
地
域
、
ア
レ

　
ゲ
…
二
…
地
域
、
ポ
カ
ホ
ン
タ
ス
地
域
、
南
部
地
域
、
北
西
部
地
域
、
中
西
部
地

　
域
、
南
西
部
地
域
）
に
分
割
し
て
管
理
し
た
鉄
道
庁
は
、
国
Φ
α
q
一
。
鵠
一
象
話
9
。
昼

　
9
ω
ε
g
史
話
9
。
「
ω
り
男
の
匹
Φ
或
ヨ
留
p
σ
q
①
H
ρ
○
①
器
乾
ヨ
鶉
・
起
σ
q
⑦
β
円
Φ
§
ぎ
魁

　
ヨ
雪
9
σ
q
⑦
β
等
か
ら
な
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
構
造
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
さ

　
ま
ざ
ま
な
役
職
に
、
鉄
道
産
業
の
経
営
陣
が
任
命
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
た
と

　
え
ば
、
七
つ
の
地
域
に
～
人
ず
つ
い
る
菊
①
σ
Q
δ
⇔
鋤
象
お
。
§
は
、
ホ
ー
ル
デ
ン

　
を
含
め
、
計
七
名
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
の
六
名
が
嶺
該
地
域
の
鉄
道
会

　
社
の
社
長
で
あ
り
、
残
り
の
一
名
も
当
該
地
域
の
鉄
道
会
社
の
運
送
取
締
役
で
あ

　
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
民
間
か
ら
採
用
さ
れ
た
た
め
か
、
鉄
道
庁
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

　
構
造
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
皆
、
任
命
権
者
の
マ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
に
対
し
、
直

　
接
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
≦
一
犀
。
¢
α
q
葛
ざ
魯
■
9
計
や
ミ
⑩
’

⑧
O
畏
①
お
§
ミ
も
．
㊤
b
。
し
。
．
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
二
六
万
マ
イ
ル
弱
と
い
う

　
数
字
を
あ
げ
る
者
も
い
る
。
し
か
し
カ
ー
タ
ー
の
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
一
七
年

　
度
に
運
営
さ
れ
て
い
た
路
線
総
計
は
四
〇
万
マ
イ
ル
強
で
、
当
時
の
主
要
路
線
の

　
総
計
が
二
六
万
マ
イ
ル
弱
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
シ
ェ
ー
フ
ァ
…
の
研

　
究
と
同
じ
く
、
前
者
の
数
字
を
使
う
こ
と
に
し
た
。

⑨
匹
ざ
信
ミ
も
』
心
0
．

⑩
W
・
ル
ク
テ
ン
バ
ー
グ
隅
ア
メ
リ
カ
6
鼠
∴
㊤
。
。
b
。
！
繁
栄
と
凋
落
の
検
証

　
1
㎞
古
川
弘
之
・
矢
島
昇
訳
、
音
羽
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
八
七
頁
。

⑪
渕
．
U
■
9
簿
、
．
ζ
葺
巴
ω
翼
Φ
ω
竃
。
臣
§
齢
δ
瓢
9
巳
渕
巴
δ
践
ツ
碧
名
。
鐙
・

　
鼠
。
員
ピ
Φ
ω
ω
o
冨
ぎ
O
o
o
凱
冒
魯
8
寡
畠
O
o
艮
8
一
甲
一
り
一
？
H
り
臨
、
．
§
馬
§
袋
こ
ミ

　
駄
ミ
N
§
遷
奪
§
騨
く
。
一
．
器
．
（
一
㊤
Q
。
り
）
も
℃
．
Q
。
甲
齢
．

［
付
記
］
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
五
年
一
　
月
ご
二
日
に
開
か
れ
た
関
西
ア
メ
リ
カ
史

　
　
研
究
会
・
第
四
三
回
年
次
大
会
で
の
発
表
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
る
。
貴
重
で
有
益
な
ご
意
見
を
下
さ
っ
た
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

　
　
　
げ
ま
す
。
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William’s　commission　to　coilate　the　Consulate’s　various　documents　into　a　cartulary

was　quite　precise．　lt　signified　the　powers　that　the　Consulate　had　gained　both　from

the　counts　and　the　neighbouring　cemmunities　and　was　designed　to　guarantee　sur－

vival　of　the　rnany　incoming　records　that　established　those　powers．　These　cartular－

ies　were　one　of　the　weapons　used　in　negotiations　with　the　counts　of　Toulouse　and

neighbou血g　co㎜面ties．

Industrial　Mobdization　of　the　United　States　in　World　War　1：

　　　Study　on　the　Creation　of　the　Railroad　Adrninistration

by

FuSE　Masao

　　It　is　well　known　that　the　United　States　of　America　mobMzed　all　kmds　of　indus－

tries　in　World　War　1．　For　example，　the　Wair　lndustries　Board　（WIB），　the　Fuel

Administra£ion，　the　Food　Admirxistyation，　and　the　Railroad　Administration　were

established　in　1917．　Today，　the　WIB　is　the　most　famous　agency　among　them．

But，　past　studies　dealmg　with　the　lridustrial　mobbization　have　not　paid　enough

attention　to　the　distribution　industry．　This　paper　rectifies　this　by　examining　the

creatioR　of　the　Railroad　Administration　at　the　end　of　1917．

　　The　lirst　chapter　depicts　the　situation　of　American　railroads　up　to　and　inclucling

1917．　Soon　after　the　U．S．　entered　into　the　war，　a　prtvate　agency　called　the　Rail－

roads’　War　Board　（RWB）　was　created　to　formulate　an　operation　policy　of　all　rail－

roads．　The　RWB　succeeded　in　meeting　an　increase　of　freight　traeec　from　April　to

September．　But　the　RWB　was　faced　with　the　clifficult　problems　of　operating　and

financing　the　raiiroads　from　October．　The　fo！Tmer　was　largely　due　to　the　excessive

and　conflicting　“priority”　orders　of　govemment　war　agencies　such　as　the　Food　and

Fuel　adminlstration．　The　latter　was　due　to　the　denial　of　rate　increase　by　the　lnter－

state　Commerce　Commission　（ICC），　and　so　on．　IR　addition，　the　laws　of　the　coun－

try　such　as　the　Shernian　Ar｝ti－trust　Act　interfered　with　the　RWB’s　activity．　As　a

result，　the　ICC　sent　to　CoRgress　a　special　report　on　December　5，　1917，　which

argued　in　favor　of　unified　railroad　operation．

In　the　second　chapter，加e　author　exa血es　the　diScussion　on　govemment　op－

eration　of　the　railroads　until　President　Woodrow　Wilson　proclaimed　the　creation　of

the　Railroad　Adrrtinistration　on　December　26．　The　ICC　report　recornmended　the

unified　railroad　operation，　but　did　not　settle　on　a　way　of　accomplishng　this．　High
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government　orecials　recommended　govemment　operation　of　the　railroads　instead

of　private　operation　1il〈e　the　RWB．　For　example，　the　Secretary　of　the　Treasury

Wanam　G．　McAdoo　advised　the　President　to　take　control　of　the　raiiroads　as　a　war

necessity．　But　WilsoR　hesitated　to　take　over　the　raiiroads　mainly　because　of　the

legal　and　financial　problems　associated　with　it．　As　a　result，　Wilson　pondered　the

question　for　3　weeks　despite　the　chaotic　condition　of　the　transportation　system．

　　The　third　chapter　discusses　the　voluntary　effoyt　by　the　RWB　in　the　chaotic　con－

dition．　The　traditional　railroad　magazine，　Railway　Age　Gazette　（RAG），　described

how　the　rate　increase　and　the　repeal　of　the　Anti－tirust　Acts　were　required　by　the

railroad　industry　from　November．　But　these　requirerneltts　would　not　be　reatized

as　usual．　Then，　the　RWB　formed　the　Committee　of　Vice　Presidents　（CVP），　on

November　24，　to　relieve　congestion．　AII　facilities　on　all　railroads　east　of　Chicago

would　be　pooled　and　operated　under　the　CVP．　The　CVP　issued　vaxious　orders

such　as　the　traf丘。　diversion　to翫e　soudh　and　the　ernbargo　on　all　export　steel．　En－

couraged　by　these　activities，　RAG　articles　again　recommended　prtvate　operatioB　of

the　raiiroads　despite　the　ICC　report．　However，　it　was　regrettable　to　the　industry

that　the　infant　CVP　could　not　remove　the　inteyveRtions　of　other　agencies．

　　The　concluding　chapter　evaluates　the　creation　of　the　Railroad　Admir｝istiratioB．

Wilson　was　finally　persuaded　by　oeqcials　to　take　control　of　the　raiiroads，　and

appointed　McAdoo　as　the　Dft’ector－Geneyal　of　tlte　raiiroads．　This　move　by　Wilson

seems　to　be　one　step　toward　statism．　But　the　Railiroad　AdrninistratioR　gradually

met　the　requirements　of　the　industiy．　Any　orders　made　by　McAdoo　would　have

paramount　authovity　over　the　Anti－trust　Acts　and　the　ICC　rate　regulation．　By　sta－

tioning　representatives血the　government　agencies，　he　overrode　theゆriorities．

As　a　result，　most　of　the　Railroad　Aciministration　staff　consisted　of　the　RWB　staff．

Therefore，　the　aim　of　this　paper　is　to　show　how　the　mutual　compensation　of

voluntary　cooperation　can　benefit　unified　raih’oad　operation．

Die　，，braunen　Pfarrer“　und　die　katholische　Kirche　in　der　NS－Zeit

von

SHIMADA　Hayato

　　Gemeinhin　denl〈t　man，　dass　die　kathotische　1〈irche　in　der　NS－Zeit　durch　die

feste　Hierarchie　vom　Papst　Uber　die　BischOfe　bis　zur　niederen　Geistlichkeit　und

die　Weltanschauung　dem　Nationalsozialismus　widerstand．　Zudem　haben　die
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